
第 1-1 表 回答者の性別  （Ｑ1 参照） 
区分 男性 女性 不明 計 

人数（人） 2,918  2,778  8  5,704  

率（％） 51.2  48.7  0.1  100.0  

 

 

第 1-2 表 出身国・地域別の回答者数                         （Ｑ2参照）  
  国・地域 人数 割合％ 

 
  国・地域 人数 割合％ 

ア
ジ
ア 

中国 2,341  41.0  
 

中
南
米 

メキシコ 8  0.1  

ベトナム 989  17.3  
 

ブラジル 4  0.1  

ネパール 452  7.9  
 

ペルー 4  0.1  

韓国 416  7.3  
 

コロンビア 3  0.1  

台湾 217  3.8  
 

コスタリカ 2  0.0  

インドネシア 156  2.7  
 

チリ 2  0.0  

ミャンマー 145  2.5  
 

グアテマラ 1  0.0  

スリランカ 142  2.5  
 

エルサルバドル 1  0.0  

マレーシア 115  2.0  
 

パラグアイ 1  0.0  

タイ 107  1.9  
 

エクアドル 1  0.0  

モンゴル 97  1.7  
 

ベネズエラ 1  0.0  

バングラデシュ 85  1.5  
 

小計 28  0.5  

フィリピン 40  0.7  
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

ロシア 38  0.7  

インド 34  0.6  
 

イタリア 25  0.4  

カンボジア 18  0.3  
 

フランス 23  0.4  

シンガポール 10  0.2  
 

ウズベキスタン 21  0.4  

パキスタン 9  0.2  
 

スウェーデン 11  0.2  

ラオス 4  0.1  
 

スペイン 10  0.2  

ブータン 2  0.0  
 

ドイツ 9  0.2  

小計 5,379  94.3  
 

ウクライナ 6  0.1  

中
近
東 

トルコ 9  0.2  
 

英国 5  0.1  

イラン 8  0.1  
 

ノルウェー 3  0.1  

イスラエル 2  0.0  
 

ポーランド 3  0.1  

サウジアラビア 2  0.0  
 

カザフスタン 3  0.1  

アフガニスタン 2  0.0  
 

トルクメニスタン 3  0.1  

シリア 1  0.0  
 

ルーマニア 2  0.0  

イエメン 1  0.0  
 

アルメニア 2  0.0  

小計 25  0.4  
 

アイスランド 1  0.0  

ア
フ
リ
カ 

エジプト 6  0.1  
 

フィンランド 1  0.0  

ナイジェリア 6  0.1  
 

デンマーク 1  0.0  

セネガル 6  0.1  
 

ベルギー 1  0.0  

ケニア 3  0.1  
 

オランダ 1  0.0  

ガーナ 2  0.0  
 

オーストリア 1  0.0  

エチオピア 2  0.0  
 

ハンガリー 1  0.0  

エリトリア 2  0.0  
 

セルビア 1  0.0  

チュニジア 1  0.0  
 

ブルガリア 1  0.0  

タンザニア 1  0.0  
 

リトアニア 1  0.0  

カメルーン 1  0.0  
 

クロアチア 1  0.0  

ザンビア 1  0.0  
 

スロベニア 1  0.0  

コートジボワール 1  0.0  
 

キルギス 1  0.0  

モロッコ 1  0.0  
 

小計 177  3.1  

ギニア 1  0.0  
 その他 

不明 10  0.2  

ウガンダ 1  0.0  
 

小計 10  0.2  

ジンバブエ 1  0.0  
 

合 計 5,704  100.0  

アンゴラ 1  0.0  
     

小計 37  0.6  
     

オ
セ
ア
ニ
ア 

ニュージーランド 4  0.1  
     

オーストラリア 2  0.0  
     

小計 6  0.1  
     

北
米 

アメリカ合衆国 30  0.5  
     

カナダ 12  0.2  
     

小計 42  0.7  
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第 1-3 表 回答者の在籍学校別内訳   （Ｑ11・12参照） 

区分 
大学 

短期大学 
専修学校 

（専門課程） 
準備教育  

課程 

高等教育

機関計 

日本語教

育機関 
計 

国立 公立 私立 大学計 

調査対象人数 892  106  2,203  3,201  47  1,550  94  4,892  2,108  7,000  

回答人数 828  92  1,868  2,788  40  1,211  82  4,121  1,583  5,704  

率（％） 14.5  1.6  32.7  48.9  0.7  21.2  1.4  72.2  27.8  100.0  

回収率（％） 92.8  86.8  84.8  87.1  85.1  78.1  87.2  84.2  75.1  81.5  

（注）1．人数は、第 1-4表の在籍段階別のうち不明を除いた有効回答人数 

2．回収率は、在籍学校別の有効回答回収率 

 

 

第 1-4 表 在籍段階別の回答者数 （Ｑ12参照） 

区分 

大学院博

士課程 

博士後期

課程  

大学院修

士課程 

博士前期

課程 

専門職大

学院課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正規 

課程  

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生  

短期大学   
専修学校 

（専門課程） 

準備教育  

課程 

日本語教

育機関 
その他 計 

人数（人） 336  619  52  41  1,514  51  40  1,194  82  1,555  220  5,704  

率（％） 5.9  10.9  0.9  0.7  26.5  0.9  0.7  21.0  1.4  27.4  3.7  100.0  

（注）1.「その他」に、留学生別科、専攻科に在籍するものを含む 
 
第 1-5 表 専攻分野別の回答者数  （Ｑ16参照） 

区分 人文科学  社会科学 理学  工学  農学  医・歯学  薬学  家政  教育  日本語 その他 計 

人数（人） 411  1,226  158  613  90  66  19  97  124  2,083  817  5,704  

率（％） 7.2  21.5  2.8  10.7  1.6  1.2  0.3  1.7  2.2  36.5  14.3  100.0  

（注）1.「日本語」に、日本語教育機関の在籍数 1,583人を含む 

    2．「その他」に、留学生別科、専攻科に在籍するものを含む 
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2. 日本留学前の状況 
 

 留学の目的（第 2-1 表）は、「学位を取得する」が最も多く、2,992 人（52.5%）、「就職に必要な技能

や知識を身に付ける」が 2,818 人（49.4%）、「日本で働く、もしくは日本企業に就職する」が 2,637 人

（46.2%）、「国際的な考え方を身に付けたい」が 1,757 人（30.8%）、「国際的な経験をつんで国際的な人

脈を作りたい」が 1,702 人（29.8%）、「教養を身につける」が 1,479 人（25.9%）となっている。 
  
 第 2-1 表 留学の目的 （複数回答設問） （Ｑ3参照） 

区分 

学位を取

得する 

ため  

教養を身

につける

ため 

就職に必要

な技能や知

識を身につ

けるため 

日本で働

く、もしく

は日本企業

に就職する

ため 

国際的な経験

をつんで国際

的な人脈を作

るため 

国際的な考

え方を身に

つけるため 

良い環境で

研究を行う

ため 

日本語の

能力を高

めるため  

異文化に

接するた

め 

その他 不明 

集計 pt 8,291  3,384  6,411  5,161  2,830  2,642  879  2,026  1,280  96  － 

集計 pt率（％） 25.1  10.3  19.4  15.6  8.6  8.0  2.7  6.1  3.9  0.3  － 

人数（人） 2,992  1,479  2,818  2,637  1,702  1,757  554  1,254  982  53  12  

率（％） 52.5  25.9  49.4  46.2  29.8  30.8  9.7  22.0  17.2  0.9  0.2  

平成 27年率（％） 53.2  27.1  47.3  44.3  31.8  31.0  9.6  21.8  17.3  0.8  0.0  

平成 25年率（％） 55.2  23.4  39.9  38.0  29.7  29.0  14.4  35.3  13.1  1.0  0.0  

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 
日本を留学先として選んだ理由（第 2-2 表）としては、「日本社会に興味があり、日本で生活したかっ

たため」が 3,467 人（60.8%）で最も多く、次いで、「日本語・日本文化を勉強したかったため」が 2,749
人（48.2%）、「日本の大学等の教育や研究が魅力的と思ったため」が 1,947 人（34.1%）と続く。 
 
第 2-2 表 日本を留学先として選んだ理由 （複数回答設問） （Ｑ4参照） 

区分 

日本社会に興

味があり、日本

で生活したか

ったため 

日本の大学等

の教育や研究

が魅力的と思

ったため 

地理的に 

近いため 

興味ある専門

分野があった

ため 

異文化に接し

たかったため  

日本語・日本

文化を勉強し

たかったため 

日本と関連の

ある職業に就

きたかった 

ため  

奨学金を得ら

れたため 

集計 pt 9,329  4,644  1,966  2,768  2,537  5,199  2,119  518  

集計 pt率（％） 28.6  14.2  6.0  8.5  7.8  15.9  6.5  1.6  

人数（人） 3,467  1,947  1,001  1,347  1,351  2,749  1,396  314  

率（％） 60.8  34.1  17.5  23.6  23.7  48.2  24.5  5.5  

平成 27年率（％） 59.5  35.8  19.6  22.1  23.1  47.3  25.0  4.3  

平成 25年率（％） 56.6  32.9  20.7  21.9  21.6  45.1  22.1  4.3  

         

区分 

友人、知人、家

族等に勧めら

れたため  

大学間交流等

をきっかけと

して 

他の国も考え

ていたが、学

力や費用等の

条件が一番合

ったため 

その他 不明    

集計 pt 1,713  419  1,319  142  － 

   集計 pt率（％） 5.2  1.3  4.0  0.4  － 

人数（人） 1,047  280  961  86  15  

率（％） 18.4  4.9  16.8  1.5  0.3     

平成 27年率（％） 19.6  5.8  15.0  1.4  0.1     

平成 25年率（％） 21.6  6.1  12.6  1.4  0.0     

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 
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留学するにあたり不安に感じていたこと（第 2-3 表）は、「周囲の人と良好な関係を築き、うまくコミ

ュニケーションをとることができるかどうか」が最も多く、3,005 人（52.7%）、次いで、「自分の希望す

る学習ができるか、また、学習の成果を上げることができるかどうか」2,975 人（52.2%）、「経済的な困

難に直面しないかどうか」が 2,383 人（41.8%）と続く。 
 

第 2-3表 留学するにあたり不安に感じていたこと （複数回答設問）  （Ｑ5参照） 

区分 

日本の天候

や食べ物、

習慣に適応

できるかど

うか 

自分の希望する

学習ができる

か、また、学習

の成果を上げる

ことができるか

どうか 

周囲の人と良好

な関係を築き、

うまくｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝをとることが

できるかどうか 

適切な宿舎

を確保でき

るかどうか 

病気にかか

ったり自然

災害に遭っ

たりしない

かどうか 

孤独に感じ 

たりホーム 

シックにな 

ったりしな 

いかどうか 

経済的な困

難に直面 

しないか 

どうか 

特に 

不安はな

かった 

その他 不明 

集計 pt 4,127  7,659  6,684  1,324  2,801  2,202  3,910  1,713  159  － 

集計 pt 率（％） 13.5  25.0  21.9  4.3  9.2  7.2  12.8  5.6  0.5  － 

人数（人） 1,579  2,975  3,005  700  1,516  1,368  2,383  816  92  19  

率（％） 27.7  52.2  52.7  12.3  26.6  24.0  41.8  14.3  1.6  0.3  

平成 27年率（％） 25.0  54.0  51.5  13.7  25.2  22.6  45.2  14.4  1.6  0.2  

平成 25年率（％） 19.1  47.8  44.5  8.2  24.8  21.8  44.8  15.0  1.9  0.2  

 
（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 

留学するまでに特に苦労したこと（第 2-4 表）は、「日本語学習」が最も多く、3,124 人（54.8%）、次

いで、「情報の収集」が 2,822 人（49.5%）、「留学資金準備」が 2,649 人（46.4%）となっている。 
 

第 2-4 表 留学するまでに特に苦労したこと （複数回答設問） （Ｑ6参照） 

区分 情報の収集 日本語学習 
留学先学校と

の事前連絡 
留学ビザ取得 留学資金準備 入学試験 その他 不明 

集計 pt 7,343  7,608  3,052  3,184  5,182  2,700  467  － 

集計 pt 率（％） 24.9  25.8  10.3  10.8  17.5  9.1  1.6  － 

人数（人） 2,822  3,124  1,521  1,639  2,649  1,713  243  50  

率（％） 49.5  54.8  26.7  28.7  46.4  30.0  4.3  0.9  

平成 27年率（％） 49.2  53.6  28.8  29.0  46.8  29.2  4.7  0.5  

平成 25年率（％） 40.1  50.7  21.9  25.0  43.7  24.1  3.8  0.6  

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 
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留学情報の入手方法（第 2-5 表）としては、「親戚や友人に相談して」が最も多く、2,709 人（47.5%）、

次いで、「インターネットを利用して学校や日本学生支援機構（JASSO）の HP を検索して」が 2,558 人

（44.8%）、「母国の学校や教員に相談して」が 1,954 人（34.3%）と続いている。 
 
第 2-5 表 留学情報の入手方法 （複数回答設問） （Ｑ7参照） 

区分 

日本留学フェア 

教育展等に 

参加して 

入学を希望する

学校に直接 

問い合わせして 

在外日本大使館

等の在外公館に

問い合わせして 

母国の政府 

教育機関に 

問い合わせ 

して 

日本学生支援 

機構(JASSO)に 

問い合わせして 

インターネット

を利用して学校

や日本学生支援

機構(JASSO)の 

ＨＰを検索して 

その他の 

民間団体に 

問い合わせして 

集計 pt 4,034  4,031  653  1,536  447  5,807  2,548  

集計 pt 率（％） 13.9  13.9  2.3  5.3  1.5  20.0  8.8  

人数（人） 1,539  1,662  294  639  213  2,558  1,133  

率（％） 27.0  29.1  5.2  11.2  3.7  44.8  19.9  

平成 27年率（％） 26.9  29.8  5.5  11.7  3.8  45.6  19.0  

平成 25年率（％） 20.7  24.1  3.6  11.3  3.2  36.9  17.3  

        

区分 
日本の出版物を 

購入して 

母国の学校や 

教員に 

相談して 

親戚や友人に 

相談して 
その他 不明   

集計 pt 659  4,037  4,828  423  － 

  集計 pt 率（％） 2.3  13.9  16.6  1.5  － 

人数（人） 376  1,954  2,709  215  25  

率（％） 6.6  34.3  47.5  3.8  0.4    

平成 27年率（％） 7.1  33.7  46.5  3.3  0.2    

平成 25年率（％） 4.8  29.6  41.7  3.8  0.2    

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合を示す。 
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3. 在日・在学年数及び入学前の活動  

 
在日年数（第 3-1 表）は、「1 年以上 2 年未満」の 1,854 人（32.5%）が最も多く、次いで、「2 年以上

3 年未満」が 1,032 人（18.1%）、「1 年未満」が 904 人（15.8%）と続き、在日年数が「1 年以上 4 年未

満」の者が 3,781 人（66.3%）で全体の約７割である。 
 

第 3-1 表 在日年数 （Ｑ8参照） 

区分 １年未満 
1年～2年 

未満 

2年～3年 

未満 

3年～4年 

未満 

4年～5年 

未満 

5年～6年 

未満 
6年以上 不明 計 

人数（人） 904  1,854  1,032  895  459  268  269  23  5,704  

率（％） 15.8  32.5  18.1  15.7  8.0  4.7  4.7  0.4  100.0  

平成 27年率（％） 14.9  29.9  17.3  15.6  9.1  7.2  5.7  0.2  100.0  

平成 25年率（％） 11.8  24.2  17.3  19.5  13.3  7.5  6.3  0.1  100.0  

 

在籍段階別の在日年数（第 3-2 表）を見ると、「大学院博士課程・博士後期課程」の約 5 割（53.6%）

が在日 3 年以上であり、課程の段階があがるにつれて在日年数が増えている。 
 
第 3-2 表 在籍段階別の在日年数 （Ｑ8・12参照） 

区分 1年未満 
1年～2年

未満 

2年～3年

未満 

3年～4年

未満 

4年～5年

未満 

5年～6年

未満 
6年以上 不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 44  55  55  50  42  30  58  2  336  

率（％） 13.1  16.4  16.4  14.9  12.5  8.9  17.3  0.6  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 99  147  146  90  42  28  67  0  619  

率（％） 16.0  23.7  23.6  14.5  6.8  4.5  10.8  0.0  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 11  10  9  10  7  3  2  0  52  

率（％） 21.2  19.2  17.3  19.2  13.5  5.8  3.8  0.0  100.0  

大学院レベルの 

研究生 

人数（人） 6  10  7  6  5  4  3  0  41  

率（％） 14.6  24.4  17.1  14.6  12.2  9.8  7.3  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 191  237  295  316  247  149  77  2  1,514  

率（％） 12.6  15.7  19.5  20.9  16.3  9.8  5.1  0.1  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 6  7  11  9  6  6  5  1  51  

率（％） 11.8  13.7  21.6  17.6  11.8  11.8  9.8  2.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 2  13  8  9  3  2  3  0  40  

率（％） 5.0  32.5  20.0  22.5  7.5  5.0  7.5  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 71  235  411  364  64  20  25  4  1,194  

率（％） 5.9  19.7  34.4  30.5  5.4  1.7  2.1  0.3  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 30  51  1  0  0  0  0  0  82  

率（％） 36.6  62.2  1.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 409  1,036  48  9  15  11  20  7  1,555  

率（％） 26.3  66.6  3.1  0.6  1.0  0.7  1.3  0.5  100.0  

その他 
人数（人） 35  53  41  32  28  15  9  7  220  

率（％） 15.9  24.1  18.6  14.5  12.7  6.8  4.1  3.2  100.0  

合計 
人数（人） 904  1,854  1,032  895  459  268  269  23  5,704  

率（％） 15.8  32.5  18.1  15.7  8.0  4.7  4.7  0.4  100.0  

 
次の表（第 3-3 表と第 3-4 表）は、在籍段階別の在籍学生の経路と直接入学以外の者の在籍段階別の直

近状況をまとめたものである。 
表 3-3を見ると、来日後、「現在通っている大学・学校にすぐ入学した」と回答した者は3,058人（53.6%）

で、そのうち準備教育課程及び日本語教育機関を除くと 1,738 人で全体の 30.5%であった。 
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また、「現在在籍している以外の学校に通ったり、就労等の経験がある」と回答した者は 2,562 人

（44.9%）である。 
 
第 3-3 表 在籍段階別の在籍学生の経路  （Ｑ9・12参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職

大学院

課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正

規課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生  

短期 

大学 

専修学校

(専門課

程) 

準備教育

課程 

日本語 

教育 

機関 

その他 計 

直接入学

の者 

人数（人） 212  300  26  23  588  24  22  439  68  1,252  104  3,058  

率（％） 63.1  48.5  50.0  56.1  38.8  47.1  55.0  36.8  82.9  80.5  47.3  53.6  

平成 27年率（％） 61.6  43.2  41.5  44.0  36.7  59.6  48.1  36.3  70.0  79.3  50.9  51.2  

平成 25年率（％） 62.2  39.7  56.3  52.9  39.8  49.3  44.1  37.9  78.0  81.3  42.7  48.6  

直接入学

以外の者 

人数（人） 120  314  24  16  918  25  17  738  13  270  107  2,562  

率（％） 35.7  50.7  46.2  39.0  60.6  49.0  42.5  61.8  15.9  17.4  48.6  44.9  

平成 27年率（％） 37.6  55.4  56.6  56.0  62.5  40.4  51.9  62.3  27.1  18.0  47.6  47.3  

平成 25年率（％） 37.8  60.3  43.7  47.1  60.2  50.7  55.9  62.1  22.0  18.6  57.3  51.3  

不明 

人数（人） 4  5  2  2  8  2  1  17  1  33  9  84  

率（％） 1.2  0.8  3.8  4.9  0.5  3.9  2.5  1.4  1.2  2.1  4.1  1.5  

平成 27年率（％） 0.8  1.4  1.9  0.0  0.9  0.0  0.0  1.3  2.9  2.7  1.5  1.5  

平成 25年率（％） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

合計 
人数（人） 336  619  52  41  1,514  51  40  1,194  82  1,555  220  5,704  

率（％） 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

（注）直接入学の者とは、現在在籍している大学・学校にすぐ入学した者を示す。 

また、直接入学以外の者とは、現在在籍している以外の大学に通う他、就労等の経験がある者を示す。 

 

第 3-4 表 直接入学以外の者の在籍段階別の直近状況   （Ｑ10・12参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職 

大学院 

課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正規

課程 

学部 

レベルの

研究生 

聴講生  

短期 

大学 

専修学校

(専門課

程） 

準備教育

課程 

日本語 

教育機関 
その他 計 

日本語 

教育機関 

人数（人） 50  165  14  7  704  19  13  615  11  176  70  1,844  

率（％） 41.7  52.5  58.3  43.8  76.7  76.0  76.5  83.3  84.6  65.2  65.4  72.0  

準備教育課程 
人数（人） 5  18  1  1  14  0  0  8  0  3  3  53  

率（％） 4.2  5.7  4.2  6.3  1.5  0.0  0.0  1.1  0.0  1.1  2.8  2.1  

留学生別科 
人数（人） 12  28  2  2  70  2  2  21  0  4  3  146  

率（％） 10.0  8.9  8.3  12.5  7.6  8.0  11.8  2.8  0.0  1.5  2.8  5.7  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 0  1  2  0  37  0  0  27  0  1  9  77  

率（％） 0.0  0.3  8.3  0.0  4.0  0.0  0.0  3.7  0.0  0.4  8.4  3.0  

高等専門学校 
人数（人） 0  7  0  0  15  0  1  5  0  4  4  36  

率（％） 0.0  2.2  0.0  0.0  1.6  0.0  5.9  0.7  0.0  1.5  3.7  1.4  

短期大学 
人数（人） 1  1  0  0  8  0  0  5  0  4  0  19  

率（％） 0.8  0.3  0.0  0.0  0.9  0.0  0.0  0.7  0.0  1.5  0.0  0.7  

大学の学部 
人数（人） 9  42  2  1  19  2  0  12  0  19  1  107  

率（％） 7.5  13.4  8.3  6.3  2.1  8.0  0.0  1.6  0.0  7.0  0.9  4.2  

大学院 
人数（人） 21  15  1  4  1  0  0  3  0  4  0  49  

率（％） 17.5  4.8  4.2  25.0  0.1  0.0  0.0  0.4  0.0  1.5  0.0  1.9  

働いていた 
人数（人） 5  14  1  1  14  0  1  22  0  24  5  87  

率（％） 4.2  4.5  4.2  6.3  1.5  0.0  5.9  3.0  0.0  8.9  4.7  3.4  

その他 
人数（人） 15  22  0  0  28  2  0  7  2  12  10  98  

率（％） 12.5  7.0  0.0  0.0  3.1  8.0  0.0  0.9  15.4  4.4  9.3  3.8  

不明 
人数（人） 2  1  1  0  8  0  0  13  0  19  2  46  

率（％） 1.7  0.3  4.2  0.0  0.9  0.0  0.0  1.8  0.0  7.0  1.9  1.8  

合計 
人数（人） 120  314  24  16  918  25  17  738  13  270  107  2,562  

率（％） 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

（注）回答者数は、第 3-3表の直接入学以外の者の数(2,562人) 
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4. 留学後の日本への印象等 
 
 留学後の日本人に対する印象（第 4-1 表）は、｢良くなった｣と回答した者が 2,348 人（41.2%）で約 4
割となっており、｢悪くなった｣と回答した者は 706 人（12.4%）である。  

 
第 4-1表 留学後の日本人に対する印象  （Ｑ22参照）  

区分 

留学前は 

悪かったが 

留学後に 

良くなった 

留学前から 

良かったが 

留学後にさら

に良くなった 

留学前は 

良かったが 

留学後に 

悪くなった 

留学前から 

悪かったが 

留学後にさら 

に悪くなった 

留学前から 

良かったが 

留学後特に 

変化は無い 

留学前から 

悪かったが 

留学後に特に 

変化は無い 

不明 計 

人数（人） 497  1,851  686  20  2,538  45  67  5,704  

率（％） 8.7  32.5  12.0  0.4  44.5  0.8  1.2  100.0  

平成 27年率（％） 10.6  35.0  9.3  0.6  42.1  0.7  1.7  100.0  

平成 25年率（％） 13.5 37.0 6.9 0.4 41.3 0.2 0.9 100.0 

 
日本へ留学しての全体的な印象（第 4-2 表）は、留学して｢良かった｣と回答した者が 5,247 人（92.0%）

で約９割になっており、｢悪かった｣と回答した者は 68 人（1.2%）である。 
 

第 4-2 表 日本へ留学しての全体的な印象 （Ｑ23参照） 

区分 良かった 悪かった どちらともいえない 不明 計 

人数（人） 5,247  68  348  41  5,704  

率（％） 92.0  1.2  6.1  0.7  100.0  

平成 27年率（％） 90.8  1.1  7.7  0.4  100.0  

平成 25年率（％） 90.3  0.3  9.2  0.2  100.0  

 
留学して良かったこと（第 4-3 表）は、「国際的な考え方、教養を身につけることができたこと」が 3,521

人（67.1%）、次いで「日本語が習得できたこと」が 3,427 人（65.3%）である。 
また、最もあてはまると回答した項目は「質の高い教育を受けられたこと」が一番多く 2,276 人（41.5%）、

「日本語が習得できたこと」が 1,676 人（30.6%）、「国際的な考え方、教養を身につけることができたこ

と」が 670 人（12.2%）、「日本人の友人ができたこと」が 332 人（6.1%）と続く。 
 

第 4-3 表 留学して良かったこと （複数回答設問） （Ｑ24参照） 

区分 
質の高い教育を 

受けられたこと 

日本語が習得 

できたこと 

日本人の友人が 

できたこと 

国際的な人脈が 

できたこと 

国際的な考え方、 

教養を身につける 

ことができたこと 

その他 不明 

集計 pt 7,770  8,168  4,066  3,314  5,669  269  － 

集計 pt 率（％） 26.6  27.9  13.9  11.3  19.4  0.9  － 

人数（人） 2,880  3,427  2,152  1,875  3,521  164  0  

率（％） 54.9  65.3  41.0  35.7  67.1  3.1  0.0  

平成 27年率（％） 54.6  64.8  40.8  35.3  67.3  4.4  0.5  

平成 25年率（％） 44.6          58.8           35.4           26.0              61.0           2.7          0.0 

（注）1．回答者は、第 4-2表で良かったと回答した者 
   2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 
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在籍校の良い点と悪い点（第 4-4 表）は、良い点として「学生のサポート体制」が 2,536 人（44.5%）、

「学修環境」が 1,651 人（28.9%）と続く。一方、悪い点として、「その他」「不明」を除き、「課外活動」

が 866 人（15.2%）、「福利厚生」が 533 人（9.3%）である。 
 
第 4-4 表 在籍校の良い点と悪い点 （複数回答設問）  （Ｑ21参照） 

区分 学生の 
サポート体制 学修環境 研究内容 福利厚生 課外活動 その他 不明 

良い点 

人数（人） 2,536  1,651  546  135  329  77  430  

率（％） 44.5  28.9  9.6  2.4  5.8  1.3  7.5  

平成 27年率（％） 40.8  30.2  10.4  2.7  5.7  3.7  6.6  

平成 25年率（％） 41.6 32.3 11 2.4 4.8 3.6 4.3 

悪い点 

人数（人） 330  432  292  533  866  501  2,750  

率（％） 5.8  7.6  5.1  9.3  15.2  8.8  48.2  

平成 27年率（％） 7.6  8.6  5.5  12.3  16.1  17.2  32.7  

平成 25年率（％） 7.9 8.1 5 13.3 15.1 17.6 33.2 

 
在日年数別の日本へ留学しての全体的な印象（第 4-5 表）を見ると、「良かった」が９割以上であり、

在日年数が「6 年以上」（93.7%）が最も高い率となっている。在日年数が多くなるほど、印象が良くな

る傾向がある。 
 

第 4-5 表 在日年数別の日本へ留学しての全体的な印象 （Ｑ8・23参照） 

区分 良かった 悪かった どちらともいえない 不明 計 

在
日
年
数 

1年未満 
人数（人） 827  9  59  9  904  

率（％） 91.5  1.0  6.5  1.0  100.0  

1年～2年未満 
人数（人） 1,697  24  122  11  1,854  

率（％） 91.5  1.3  6.6  0.6  100.0  

2年～3年未満 
人数（人） 948  16  63  5  1,032  

率（％） 91.9  1.6  6.1  0.5  100.0  

3年～4年未満 
人数（人） 830  7  51  7  895  

率（％） 92.7  0.8  5.7  0.8  100.0  

4年～5年未満 
人数（人） 428  4  25  2  459  

率（％） 93.2  0.9  5.4  0.4  100.0  

5年～6年未満 
人数（人） 249  1  18  0  268  

率（％） 92.9  0.4  6.7  0.0  100.0  

6年以上 
人数（人） 252  6  10  1  269  

率（％） 93.7  2.2  3.7  0.4  100.0  

不明 
人数（人） 16  1  0  6  23  

率（％） 69.6  4.3  0.0  26.1  100.0  

合計 
人数（人） 5,247  68  348  41  5,704  

率（％） 92.0  1.2  6.1  0.7  100.0  

 
 
留学後の苦労（第 4-6 表）としては、「物価が高い」と回答した者が 4,219 人（74.0%）で約７割となっ

ており、次いで、「日常生活における母国の習慣（生活習慣、宗教上の習慣等）との違い」が 1,972 人（34.6%）、

「日本語の習得」が 1,750 人（30.7%）となっている。 
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第 4-6 表 留学後の苦労 （複数回答設問） （Ｑ25参照） 

区分 物価が高い 

日常生活におけ 

る母国の習慣 

（生活習慣、宗 

教上の習慣等） 

との違い 

宿舎等を 

探すこと 

宿舎等に 

おけるルール 

（ゴミ出し等）

を守ること 

日本語の習得 英語の習得 

学校内で 

日本人学生と 

交流できない 

こと 

集計 pt 11,758  4,128  2,495  1,342  3,314  1,664  2,245  

集計 pt 率（％） 40.3  14.1  8.5  4.6  11.4  5.7  7.7  

人数（人） 4,219  1,972  1,278  781  1,750  973  1,291  

率（％） 74.0  34.6  22.4  13.7  30.7  17.1  22.6  

平成 27年率（％） 70.5  33.5  23.3  12.0  30.7  19.4  22.4  

平成 25年率（％） 74.5  27.8  21.6  10.1  30.6  17.3  20.6  

        

区分 

学校の教員、職 

員とのコミュニ 

ケーションが取 

れないこと 

学校の授業に 

ついていくこと 
その他 不明    

集計 pt 599  1,178  471  － 

   集計 pt 率（％） 2.1  4.0  1.6  － 

人数（人） 399  780  247  276  

率（％） 7.0  13.7  4.3  4.8     

平成 27年率（％） 7.0  15.2  5.3  4.9     

平成 25年率（％） 6.3  15.3  4.6  0.7     

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 
留学後の苦労で克服できなかったこと（第 4-7 表）は、「物価が高い」と回答した者が 3,084 人（54.1%）

となっており、次いで、「日常生活における母国の習慣（生活習慣、宗教上の習慣等）との違い」が 1,158
人（20.3%）、「英語の習得」と「学校内で日本人学生と交流できないこと」が 1,096 人（19.2%）となっ

ている。 
 

第 4-7 表 留学後の苦労で克服できなかったこと （複数回答設問） （Ｑ26参照） 

区分 物価が高い 

日常生活におけ 

る母国の習慣

（生活習慣、宗 

教上の習慣等） 

との違い 

宿舎等を 

探すこと 

宿舎等に 

おけるルール 

（ゴミ出し等）

を守ること 

日本語の習得 英語の習得 

学校内で 

日本人学生と 

交流できない 

こと 

集計 pt 8,740  2,633  1,493  883  1,999  2,332  2,281  

集計 pt 率（％） 38.5  11.6  6.6  3.9  8.8  10.3  10.0  

人数（人） 3,084  1,158  733  463  956  1,096  1,096  

率（％） 54.1  20.3  12.9  8.1  16.8  19.2  19.2  

平成 27年率（％） 50.2  19.9  12.7  7.1  16.7  21.5  19.6  

平成 25年率（％） 45.8 12.9 8.8 4 11.4 18 14.4 

        

区分 

学校の教員、職 

員とのコミュニ 

ケーションが取 

れないこと 

学校の授業に 

ついていくこと 
その他 不明    

集計 pt 609  792  942  － 

   
集計 pt 率（％） 2.7  3.5  4.1  － 

人数（人） 367  481  374  632  

率（％） 6.4  8.4  6.6  11.1  

平成 27年率（％） 6.6  10.1  10.2  9.9     

平成 25年率（％） 4.8 6.7 9.1 9.6    

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 
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5. 収入 
 
全体の平均月収入額は、146,000 円である。在籍段階別の平均月収入額（第 5-2 表）を比較すると、「準

備教育課程」が 173,000 円で最も高く、以下、「専門職大学院課程」が 165,000 円、「専修学校（専門課

程）」が 153,000 円、「学部正規課程」と「日本語教育機関」が 148,000 円、「短期大学」が 143,000 円、

「大学院博士課程・博士後期課程」が 134,000 円、「大学院修士課程・博士前期課程」が 132,000 円、「学

部レベルの研究生・聴講生」が 128,000 円、「大学院レベルの研究生」が 127,000 円と続いている。 
 
第 5-1 表 収入・支出同額者の在学段階別内訳数   （Ｑ12・27参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職大

学院課程 

大学院 

レベルの 

研究生 

学部正規 

課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生  

短期大学 
専修学校 

(専門課程) 

準備教育

課程 

日本語 

教育機関 
その他 計 

人数（人） 280  509  36  27  1,196  37  29  909  52  1,067  139  4,281  

（注）回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

 
第 5-2表 在籍段階別の平均月収入額 （全体と在籍段階別）     （Ｑ12・27参照） 

区分 

大学院 

博士課程 

博士後期

課程 

大学院 

修士課程 

博士前期

課程 

専門職大

学院課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正規

課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生 

 

短期大学 

 

専修学校 

(専門課程） 

準備教育 

課程 

日本語 

教育機関 
その他 全体 

平均月額（千円） 134  132  165  127  148  128  143  153  173  148  146  146  

平成 27年（千円） 131  128  144  122  141  109  126  157  132  143  131  141  

平成 25年（千円） 135  130  139  136  138  127  143  157  154  144  137  140  

（注）平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者(4,281人)）で、各項目の平均 

 

 大学国公私別の平均月収入額（第 5-3 表）を見ると、全体の平均収入額が 142,000 円であり、私立大学

が 154,000 円、国立大学が 121,000 円、公立大学が 116,000 円である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5-3 表 大学国公私別の平均月収入額 （Ｑ11・12・27参照） 

区分 
大学 

全体 
国立 公立 私立 

平均月額（千円） 121  116  154  142  

平成 27年（千円） 113  110  148  135  

平成 25年（千円） 111 114 148 136 

（注） 1. 短期大学を除く。 

2. 平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）で、各項目の平均 
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 項目別平均月収入額（第 5-4 表）については、高等教育機関においては、回答の多い順に、「アルバイ

ト」が 2,466 人（57.6%）で 73,000 円、「仕送り」が 2,185 人（51.0%）で 77,000 円、「奨学金」が 1,526
人（35.6%）で 61,000 円と続く。日本語教育機関においては、回答の多い順に、「仕送り」が 850 人（19.9%）

で 91,000 円、「アルバイト」が 847 人（19.8%）で 85,000 円、「奨学金」が 156 人（3.6%）で 30,000
円と続いている。 
 
第 5-4 表 項目別平均月収入額    （Ｑ12・27参照） 

区分 仕送り アルバイト 奨学金 知人の援助 配偶者の収入 その他 

高等教育機関 

人数（人） 2,185  2,466  1,526  97  83  396  

率（％） 51.0  57.6  35.6  2.3  1.9  9.3  

平均月額（千円） 77  73  61  47  99  33  

日本語教育機関 

人数（人） 850  847  156  34  5  124  

率（％） 19.9  19.8  3.6  0.8  0.1  2.9  

平均月額（千円） 91  85  30  54  100  30  

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2. 率は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者を 100とした割合 

    3. 平均月額は、収入額の計を、収入を得ている人数で除した額（収入を得ている者の平均月額） 

 

【参考】項目別平均月収入額（収入額の計を、当該収入を得ている者及び得ていない者の計で除した額） 

区分 仕送り アルバイト 奨学金 知人の援助 配偶者の収入 その他 

高等教育機関 平均月額(千円) 50  54  28  1  2  4  

日本語教育機関 平均月額(千円) 66  61  4  2  0  3  

 

居住地域別平均月収入額（第 5-5 表）は、関東地方が 157,000 円と全国で最も高く、四国地方が 117,000
円と最も低い。なお、東京のみでは 163,000 円となっている。 
 
第 5-5 表 居住地域別平均月収入額（単位:千円） （Ｑ12・27・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

高等教育機関 132  128  159  129  142  126  117  128  167  146  

日本語教育機関 108  122  152  137  144  136  -  135  157  148  

全体 130  126  157  130  143  126  117  129  163  146  

（注） 平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）で、各項目の平均 

 
第 5-6 表 居住地域別の項目別収入内訳（単位:千円） （Ｑ27・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

仕送り 42  49  66  40  58  33  24  41  74  57  

アルバイト 50  48  63  53  52  55  45  60  59  59  

奨学金 31  17  20  29  28  27  39  25  21  23  

知人の援助 1  0  2  2  1  4  0  1  2  1  

配偶者の収入 3  7  2  1  2  5  8  2  2  2  

その他 3  5  5  4  2  3  2  2  5  4  

（注） 収入内訳は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）で、各項目の平均 

 
【参考】居住地域別の項目別収入内訳（高等教育機関のみ）（単位:千円） （Ｑ12・27・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

仕送り 45  53  61  38  54  32  24  38  68  52  

アルバイト 45  37  62  51  50  54  45  55  58  56  

奨学金 35  22  27  32  34  28  39  31  30  29  

知人の援助 1  0  2  2  1  2  0  0  2  1  

配偶者の収入 4  9  2  2  2  5  8  2  3  3  

その他 3  7  5  4  2  3  2  1  6  4  

（注） 収入内訳は、高等教育機関に在籍している回答者で、各項目の平均 
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6. 奨学金 
 
奨学金の受給者は 1,682 人で、全体（Ｑ24 及びＱ26 で収入・支出の同額者）の約４割となっている。

奨学金の受給内容内訳（第 6-1 表）を回答の多い順に見ると、高等教育機関では、「学習奨励費」が 839
人（55.0%）で平均月額は 48,000 円、「民間団体の奨学金」が 314 人（20.6%）で 87,000 円、「大学・学

校からの奨学金」が 286 人（18.7%）で 45,000 円と続く。日本語教育機関では、「学習奨励費」が 121
人（77.6%）で 30,000 円、「その他の奨学金」が 15 名（9.6%）で 31,000 円、「大学・学校からの奨学金」

が 14 人（9.0%）で 23,000 円と続く。 
 

第 6-1 表 奨学金の受給内容内訳 (Ｑ12・27参照）   

区分 学習奨励費 
大学・学校から 

の奨学金 

地方自治体 

（都道府県市区町村） 

による援助金 

民間団体の 

奨学金 

海外の団体 

による奨学金 

(日本以外の団体) 

その他の 

奨学金 

高等教育機関 

人数（人） 839  286  68  314  27  81  

率（％） 55.0  18.7  4.5  20.6  1.8  5.3  

平均月額（千円） 48  45  48  87  133  77  

平成 27 年（千円） 48  40  50  81  115  77  

平成 25 年（千円） 52 43 43 85 103 69 

日本語教育機関 

人数（人） 121  14  2  5  1  15  

率（％） 77.6  9.0  1.3  3.2  0.6  9.6  

平均月額（千円） 30  23  25  44  8  31  

平成 27 年（千円） 30  28  24  21  176  44  

平成 25 年（千円） 47 26 48 51 145 58 

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2．率は、第 5-4表で奨学金を記入した者を 100 とした割合 

    3．平均月額は、各項目の平均 

 
第 6-2表 収入・支出同額者の在籍大学別（国公私別） （Ｑ11・12・27参照） 

区分 国立 公立 私立 大学計 

人数（人） 725  74  1,398  2,197  

率（％） 33.0  3.4  63.6  100.0  

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）各項目の件数 

 
在籍学校別奨学金受給者（第 6-3 表）を見ると、「国立大学」が 460 人（63.4%）で、平均が 75,000

円と最も高く、最も低い金額は、「日本語教育機関」で 156 人（14.4%）30,000 円となっている。 
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第 6-3表 在籍学校別奨学金受給者（年度別比較表）                          （Ｑ11・12・27参照） 

区分 
大学 

短期大学 
専修学校 

（専門課程） 
準備教育課程 高等教育機関計 

国立 公立 私立 大学計 

人数（人） 460  52  747  1,259  10  241  16  1,526  

率（％） 63.4  70.3  53.4  57.3  34.5  26.2  30.8  47.7  

平成 27年率（％） 56.6  53.9  50.4  52.5  26.3  36.8  30.6  48.5  

平成 25年率（％） 60.0  71.4  60.8  60.9  63.2  41.6  51.2  57.5  

平均月額（千円） 75  61  56  63  41  52  52  61  

平成 27年（千円） 69  59  53  59  45  48  45  57  

平成 25年（千円） 73  66  55  61  46  47  47  59  

         

区分 
日本語 

教育機関 

奨学金 

受給者計 

奨学金 

非受給者 
計  

  

人数（人） 156  1,682  2,599  4,281     

率（％） 14.4  39.3  60.7  100.0     

平成 27年率（％） 16.9  40.8  59.2  100.0     

平成 25年率（％） 22.7  52.5  47.5  100.0     

平均月額（千円） 30  58  － －    

平成 27年（千円） 32  54  － －    

平成 25年（千円） 50  58  － －    

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2. 率は、第 1-3表の各在籍学校別の回答者のうち、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者を 100 とした割合 

    3. 平均月額は、各項目の平均 

 
在籍段階別奨学金受給者（第 6-4 表）を見ると、最も受給率が高いのは、「大学院博士課程・博士後期

課程」の 74.3%（208 人）で、平均月額は 89,000 円である。次いで、「大学院修士課程・博士前期課程」

の 62.7%（319 人、69,000 円）、「学部正規課程」の 54.3%（649 人、54,000 円）、「専門職大学院課程」

の 47.2%（17 人、67,000 円）と続いている。最も受給率が低いのは、「日本語教育機関」の 14.2%（152
人、30,000 円）である。 
 

第 6-4表 在籍段階別奨学金受給者  （Ｑ12・27参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職

大学院

課程 

大学院 

レベルの 

研究生 

学部正

規課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生  

短期 

大学 

専修学校

(専門課程) 

準備教育

課程 

日本語 

教育機関 
その他 計 

人数（人） 208  319  17  12  649  13  10  240  16  152  46  1,682  

率（％） 74.3  62.7  47.2  44.4  54.3  35.1  34.5  26.4  30.8  14.2  33.1  39.3  

平成 27年率（％） 66.0  55.6  45.9  35.3  50.6  48.8  26.3  36.7  31.3  17.1  31.8  40.8  

平成 25年率（％） 69.7  64.8  32.7  35.2  60.4  43.8  63.2  41.6  51.2  22.7  49.7  52.5  

平均月額（千円） 89  69  67  55  54  61  41  52  52  30  45  58  

平成 27年（千円） 79  63  53  59  51  55  45  48  45  32  52  54  

平成 25年（千円） 80  72  69  76  52  57  46  47  47  50  55  58  

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2．率は、第 1-4 表の在籍段階別の回答者のうち、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者を 100 とした割合 

    3．平均月額は、各項目の平均 

  
 
 
 
 
 
 

14



学習奨励費を受けて良かったこと（第 6-5 表）を見ると、「日常生活に不安がなくなり、勉強に集中で

きた」が 825 人（85.9%）で最も多い。次いで、「成績が良くなれば、学習奨励費を受けられると思い励

みになった」が 743 人（77.4%）となっている。 
 

第 6-5 表 学習奨励費を受けて良かったこと （複数回答設問） （Ｑ28(1)参照） 

区分 

日常生活に不安が 

なくなり、勉強に 

集中できた 

成績が良くなれば、学

習奨励費を受けられる

と思い励みになった 

奨学金があるので学校

のクラブ活動等に参加

できるようになった 

宿舎を探すのにも 

奨学金があると 

有利だった 

その他 不明 

集計 pt 2,342  1,589  366  367  78  － 

集計 pt 率（％） 49.4  33.5  7.7  7.7  1.6  － 

人数（人） 825  743  280  268  57  56  

率（％） 85.9  77.4  29.2  27.9  5.9  5.8  

平成 27年率（％） 87.7  75.4  33.1  21.7  7.0  4.4  

平成 25年率（％） 85.7  71.2  24.5  17.2  4.1  4.9  

（注） 1．回答者数は、第 6-1表で「学習奨励費」を受給していると回答した数（960人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

3．率は、「学習奨励費」の回答者を 100 とした割合 

    

次に、学習奨励費受給者の学習奨励費に対する要望（第 6-6 表）は、「給付期間を 1 年間から延ばして

ほしい」が 570 人（59.4%）で最も多く、次いで、「給付金額の増額」が 568 人（59.2%）、「受給者数の

増加」が 422 人（44.0%）と続き、いずれも他の項目と比較して強い要望がある。 
 
第 6-6表 学習奨励費に対する要望 （複数回答設問） （Ｑ28(2)参照） 

区分 
給付金額 

の増額 

受給者数 

の増加 

海外で奨学金 

予約ができるよ

うに予約者数を 

増やして欲しい 

給付期間を 

1年間から 

延ばしてほしい 

母国において、 

学習奨励費の情報が 

少なかったので 

もっと情報提供 

して欲しい 

学校内での 

選考について 

もっと情報提供

してほしい 

その他 不明 

集計 pt 1,484  937  285  1,177  530  449  39  － 

集計 pt 率（％） 30.3  19.1  5.8  24.0  10.8  9.2  0.8  － 

人数（人） 568  422  147  570  292  297  19  59  

率（％） 59.2  44.0  15.3  59.4  30.4  30.9  2.0  6.1  

平成 27年率（％） 60.1  45.1  12.5  55.9  25.7  31.0  1.7  7.9  

平成 25年率（％） 50.6  44.5  11.0  54.7  23.7  27.6  1.4  5.7  

（注） 1．回答者数は、第 6-1表で「学習奨励費」を受給していると回答した数（960人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

3．率は、「学習奨励費」の回答者を 100 とした割合 
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7. 支出 
 
在籍段階別の平均月支出額（第 7-1 表）を見ると、「準備教育課程」が 173,000 円で最も高い。次いで、

「専門職大学院課程」が 165,000 円、「専修学校（専門課程）」が 153,000 円、「学部正規課程」と「日本

語教育機関」が 148,000 円、「短期大学」が 143,000 円、「大学院博士課程・博士後期課程」が 134,000
円、「大学院修士課程・博士前期課程」が 132,000 円、「学部レベルの研究生・聴講生」が 128,000 円、

「大学院レベルの研究生」が 127,000 円と続いている。なお、支出の平均月額は 146,000 円である。 
 

第 7-1 表 在籍段階別の平均月支出額 （全体と在籍段階別）   （Ｑ12・29参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程  

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職大

学院課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正規 

課程  

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生  

         

短期大学 

   

専修学校

(専門課程) 

準備教育

課程 

日本語 

教育機関 
その他 全体 

平均月額（千円） 134  132  165  127  148  128  143  153  173  148  146  146  

平成 27年（千円） 131  128  144  122  141  109  126  157  132  143  131  141  

平成 25年（千円） 135  130  139  136  138  127  143  157  154  144  137  140  

（注） 平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）で、各項目の平均 

 
 大学国公私別の平均月支出額（第 7-2 表）を見ると、私立大学が 154,000 円で最も高く、国立大学が

121,000 円、公立大学が 116,000 円と続いている。 
 
第 7-2 表 大学国公私別の平均月支出額   （Ｑ11・12・29参照） 

区分 
大学 

大学全体 
国立 公立 私立 

平均月額（千円） 121  116  154  142  

平成 27年（千円） 113  110  148  135  

平成 25年（千円） 111 114 148 136 

（注） 1.短期大学を除く。 

    2.平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）で、各項目の平均 

 
居住地域別の平均月支出額（第 7-3 表）を見ると、関東地方が平均 157,000 円と全国で最も高く、四

国地方が 117,000 円と最も低い。なお、東京のみでは、163,000 円となっている。 
 

第 7-3表 居住地域別の平均月支出額 （単位：千円） （Ｑ12・29・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

高等教育機関 132  128  159  129  142  126  117  128  167  146  

日本語教育機関 108  122  152  137  144  136  0  135  157  148  

全体 130  126  157  130  143  126  117  129  163  146  

（注） 平均月額は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者で、各項目の平均（4,281人） 
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第 7-4表 居住地域別の項目別支出内訳 （単位：千円）                （Ｑ29・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

学習研究費 43  45  52  43  48  43  27  44  53  49  

通学費 2  2  5  4  4  3  3  3  5  5  

食費 27  25  28  27  28  28  28  23  29  27  

住居費 31  25  39  26  35  24  23  24  43  34  

電気、ガス、水道料金 7  8  7  7  7  8  8  7  7  7  

保険、医療費 3  3  3  3  3  3  5  3  2  3  

趣味、娯楽費 5  5  7  5  6  4  4  6  7  6  

その他の日常的な経費 6  6  7  6  6  7  6  6  7  7  

残額 5  7  10  9  8  7  12  12  10  9  

（注） 金額は、支出額の合計を回答人数で割った額 

  

項目別平均月支出額の内訳（第 7-5 表）を見ると、「学習研究費」が 56,000 円と最も高く、以下「住

居費」が 36,000 円、「食費」が 28,000 円、「その他の日常的な経費」が 12,000 円、「趣味・娯楽費」

が 10,000 円、「通学費」と「電気、ガス、水道料金」が 8,000 円と続いている。 
 
第 7-5表 項目別平均月支出額の内訳 （Ｑ29参照） 

区分 学習研究費 通学費 食費 住居費 
電気、ガス 

水道料金 

保険 

医療費 

趣味 

娯楽費 

その他の日常

的な経費 
残額 

人数（人） 3,712  2,495  4,173  4,081  3,669  3,390  2,692  2,385  2,420  

率（％） 86.7  58.3  97.5  95.3  85.7  79.2  62.9  55.7  56.5  

平均月額（千円） 56  8  28  36  8  4  10  12  17  

平成 27年率（％） 86.3  55.8  97.0  95.0  84.9  75.3  59.8  58.2  53.2  

平成 27年（千円） 46  4  27  33  7  2  6  7  8  

平成 25年率（％） 88.9 55.8 96.5 99.4 86.8 77.4 59 59.3 46.7 

平成 25年（千円） 54 7 28 34 9 3 9 11 16 

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2. 率は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者を 100 とした割合 

    3. 平均月額は、各項目の平均 

  
学習研究費の内訳（第 7-6 表）を見ると、「授業料」の平均月額が 55,000 円、「教科書、実習材料、文

具等の経費」が 8,000 円、「サークル活動の会費、合宿費」が 5,000 円となっている。 
 
第 7-6 表 学習研究費の内訳 （Ｑ11・12・29参照） 

区分 授業料* 

（授業料内訳）学校種別 
教科書、実習

材料、文具等

の経費* 

サークル活動

の会費、合宿

費* 
国立 公立 私立 短期大学 

専修学校

(専門課程） 

準備教育 

課程 

日本語    

教育機関 

人数（人） 3,479  489  58  1,146  26  819  41  900  1,871  346  

率（％） 81.3  67.4  78.4  82.0  89.7  89.0  78.8  83.1  43.7  8.1  

平均月額（千円） 55  34  33  63  61  57  63  55  8  5  

（注） 1. * 印の率は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）を 100 とした割合 

    2. 学校種別の率は、第 1-3表の各在籍学校別の回答者数のうち、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者を 100 とした割合 

    3. 平均月額は、各項目の平均 
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【参考】学習研究費の内訳（学校種別の率は、各在籍学校別の回答者に対する割合） （Ｑ11・12・29参照） 

区分 授業料* 

（授業料内訳）学校種別 
教科書、実習

材料、文具等

の経費* 

サークル活動

の会費、合宿

費* 
国立 公立 私立 短期大学 

専修学校

(専門課程） 

準備教育 

課程 

日本語    

教育機関 

人数（人） 3,479  489  58  1,146  26  819  41  900  1,871  346  

率（％） 81.3  59.1  63.0  61.3  65.0  67.6  50.0  56.9  43.7  8.1  

平均月額（千円） 55  34  33  63  61  57  63  55  8  5  

（注） 1. * 印の率は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人）を 100 とした割合 

    2. 学校種別の率は、第 1-3表の各在籍学校別の回答者数を 100 とした割合 

    3. 平均月額は、各項目の平均 

 
 宿舎形態と在籍学校区分による平均月支出額（第 7-7 表）については、「その他」、「不明」を除き、「民

間アパート・マンション等」に居住する準備教育課程生が最も高く、185,000 円を支出していることがわ

かる。最も低いのは、公立大学に通い大学の学生寮に住んでいる学部レベルの学生で、74,000 円である。

宿舎については、第 10 節で詳しくふれる。 
※大学院レベルは、博士課程・博士後期課程、修士課程・博士前期課程、専門職大学院課程、大学院レベルの研究生を示し、学部レベル

は、学部正規課程、学部レベルの研究生・聴講生を示す。 

 
第 7-7 表 宿舎形態と在籍学校区分による平均月支出額 （Ｑ11・12・29・33(1)参照） 

区分 

国立大学 公立大学 私立大学 

大学院

レベル

の学生 

学部 

レベル

の学生 

全体 

大学院

レベル

の学生 

学部 

レベル 

の学生 

全体 

大学院

レベル

の学生 

学部 

レベル

の学生 

全体 

民間アパート・ 人数（人） 314  133  447  25  19  44  243  815  1,058  

マンション等 平均支出額（千円） 126  125  126  132  123  128  156  157  157  

大学・学校の学生寮 人数（人） 141  65  206  11  9  20  38  99  137  

(留学生用・一般学生用) 平均支出額（千円） 109  109  109  109  74  94  137  145  143  

その他 
人数（人） 45  16  61  3  7  10  29  68  97  

平均支出額（千円） 137  111  130  109  105  106  171  152  157  

不明 
人数（人） 1  0  1  0  0  0  2  2  4  

平均支出額（千円） 60  0  60  0  0  0  137  155  146  

合計 
人数（人） 501  214  715  39  35  74  312  984  1,296  

平均支出額（千円） 122  119  121  124  107  116  155  155  155  

                

区分 
短期 

大学 

専修 

学校

(専門

課程) 

準備教

育課程 

日本語

教育  

機関 

その他 合計 

民間アパート・ 人数(人） 22  761  34  791  113  3,270  

マンション等 平均支出額(千円） 149  154  185  150  148  150  

大学・学校の学生寮 人数(人） 6  81  15  173  12  650  

(留学生用・一般学生用) 平均支出額(千円） 119  135  134  140  131  128  

その他 
人数(人） 1  64  3  94  13  343  

平均支出額(千円） 171  163  230  145  136  148  

不明 
人数(人） 0  3  0  9  1  18  

平均支出額(千円） 0  142  0  137  120  135  

合計 
人数(人） 29  909  52  1,067  139  4,281  

平均支出額(千円） 143  153  173  148  146  146  

（注） 1. 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

    2. 平均支出額は、各項目の平均 
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8. アルバイト 
 
アルバイト従事率（第 8-1 表）は全体の約７割以上（75.8%）で、何らかのアルバイトをしている。 

 

第 8-1 表 アルバイト従事率 （Ｑ30参照） 

区分 アルバイトをしている アルバイトをしていない 不明 計 

人数（人） 4,321  1,337  46  5,704  

率（％） 75.8  23.4  0.8  100.0  

平成 27年率（％） 74.8  24.4  0.8  100.0  

平成 25年率（％） 75.3  24.2  0.5  100.0  

 
在籍学校別アルバイト従事率（第 8-2 表）を見ると、準備教育課程（52.4%）、国立大学（60.0%）、公

立大学（64.1%）の従事率が７割以下であり、私立大学、短期大学、専修学校（専門課程）、日本語教育

機関と比べて低い。 
 
第 8-2 表 在籍学校別アルバイト従事率  （Ｑ11・12・30参照） 

区分 
大学 

短期大学 
専修学校 

(専門課程） 

準備教育 

課程 

高等教育 

機関計 

日本語 

教育機関 
計 

国立 公立 私立 大学計 

人数（人） 497  59  1,420  1,976  35  1,057  43  3,111  1,210  4,321  

率（％） 60.0  64.1  76.0  70.9  87.5  87.3  52.4  75.5  76.4  75.8  

平成 27年率（％） 62.1  73.9  75.1  71.3  81.5  82.9  57.7  74.0  77.3  74.8  

平成 25年率（％） 63.3  77.9  78.6  74.5  72.9  83.4  46.0  75.9  72.4  75.3  

（注）率は、第 1-3表の各在籍学校別の回答者数を 100 とした割合 

 
在籍段階別アルバイト従事率（第 8-3 表）を見ると、「短期大学」（87.5%）、「専修学校（専門課程）」

（87.1%）、「学部レベルの研究生・聴講生」（82.4%）は約８割以上の者がアルバイトに従事している。 
 

第 8-3 表 在籍段階別アルバイト従事率 （Ｑ12・30参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職

大学院

課程 

大学院 

レベルの

研究生 

学部正規

課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生 

短期大学 
専修学校

(専門課程) 

準備教 

育課程 

日本語 

教育機関 
その他 計 

人数（人） 195  411  32  32  1,126  42  35  1,040  43  1,188  177  4,321  

率（％） 58.0  66.4  61.5  78.0  74.4  82.4  87.5  87.1  52.4  76.4  80.5  75.8  

平成 27年率（％） 58.9  66.6  71.7  66.0  75.2  69.2  81.5  83.0  57.1  77.1  79.0  74.8  

平成 25年率（％） 62.4  71.9  74.6  74.3  77.6  80.3  72.9  83.4  46.0  72.3  74.6  75.3  

（注）率は、第 1-4表の各在籍段階別の回答者数を 100 とした割合 
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アルバイトの職種（第 8-4 表）は、軽労働の「飲食業」が 1,810 人（41.9%）と最も多くなっている。

以下、「営業・販売（コンビニ等）」が 1,250 人（28.9%）、「ティーチングアシスタント・リサーチアシス

タント」が 314 人（7.3%）、「翻訳・通訳」が 289 人（6.7%）と続いている。 
 

第 8-4 表 アルバイトの職種 （複数回答設問） （Ｑ31(1)参照） 

区分 

講師 事務 軽労働 

家庭 

教師 

語学 

教師 
塾講師 

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ 

ｱｼｽﾀﾝﾄ・ 

ﾘｻｰﾁｱｼｽﾀﾝﾄ 

一般 

事務 

経理 

事務 
清掃 警備 

ビル 

管理 

ガソリン 

スタンド 
配達 

発送 

作業 

人数（人） 189  269  136  314  201  25  239  6  9  3  94  65  

率（％） 4.4  6.2  3.1  7.3  4.7  0.6  5.5  0.1  0.2  0.1  2.2  1.5  

平成 27年率（％） 4.6  6.5  3.3  6.9  4.4  0.5  5.1  0.1  0.2  0.1  1.7  1.1  

平成 25年率（％） 5.1  6.3  2.6  7.4  3.6  0.5  4.7  0.2  0.2  0.1  1.6  0.9  

             

区分 

軽労働 重労働 特殊技能 

その他 
飲食業 

営業・販

売(コン

ビニ等) 

ホテル 

受付・ 

ホール係 

出版物等の 

印刷作業 

土木・ 

建設作業 
引越業 

工場での

組立作業 

倉庫 

整理 

翻訳 

通訳 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ 

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ・ 

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ 

人数（人） 1,810  1,250  230  6  12  23  152  65  289  23  23  252  

率（％） 41.9  28.9  5.3  0.1  0.3  0.5  3.5  1.5  6.7  0.5  0.5  5.8  

平成 27年率（％） 45.7  26.3  5.0  0.2  0.3  0.6  4.3  1.5  6.8  0.4  0.6  6.4  

平成 25年率（％） 48.7  24.7  4.1  0.2  0.2  0.4  3.7  1.0  4.2  0.4  0.3  3.7  

             

区分 不明 

           

    

       

人数（人） 39   

率（％） 0.9  

 平成 27年率（％） 0.9  

平成 25年率（％） 0.4  

（注） 1. 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答した数(4,321人) 

2. 率は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答した者を 100 とした割合 
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１週間のアルバイトの時間数（第 8-5 表）は、「週 20 時間以上 25 時間未満」が 1,535 人（35.5%）と

最も多く、次いで、「週 15 時間以上 20 時間未満」が 765 人（17.7%）となっている。在籍段階別では、

｢大学院博士課程・博士前期課程｣と｢大学院博士課程・博士後期課程｣で「週 15 時間未満」が半数以上と

なっているが、「専門職大学院課程」、「学部正規課程」、「短期大学」、「専修学校（専門課程）」、「準備教

育課程」、「日本語教育機関」では逆に「週 15 時間以上」が６割以上である。 
 

第 8-5 表 １週間のアルバイトの時間数 （全体と在籍段階別） （Ｑ12・31(2)参照） 

区分 
5時間 

未満 

5時間～ 

10時間未満 

10時間～ 

15時間未満 

15時間～ 

20時間未満 

20時間～ 

25時間未満 

25時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 30  43  40  38  25  9  10  195  

率（％） 15.4  22.1  20.5  19.5  12.8  4.6  5.1  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 37  100  83  91  65  19  16  411  

率（％） 9.0  24.3  20.2  22.1  15.8  4.6  3.9  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 2  6  3  7  9  5  0  32  

率（％） 6.3  18.8  9.4  21.9  28.1  15.6  0.0  100.0  

大学院レベルの

研究生 

人数（人） 3  7  5  4  7  5  1  32  

率（％） 9.4  21.9  15.6  12.5  21.9  15.6  3.1  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 65  125  213  244  328  119  32  1,126  

率（％） 5.8  11.1  18.9  21.7  29.1  10.6  2.8  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 3  1  7  8  12  10  1  42  

率（％） 7.1  2.4  16.7  19.0  28.6  23.8  2.4  100.0  

短期大学 
人数（人） 0  0  3  9  18  5  0  35  

率（％） 0.0  0.0  8.6  25.7  51.4  14.3  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 25  38  72  143  462  261  39  1,040  

率（％） 2.4  3.7  6.9  13.8  44.4  25.1  3.8  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 1  3  6  8  16  7  2  43  

率（％） 2.3  7.0  14.0  18.6  37.2  16.3  4.7  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 22  47  112  181  523  256  47  1,188  

率（％） 1.9  4.0  9.4  15.2  44.0  21.5  4.0  100.0  

その他 
人数（人） 6  13  15  32  70  23  18  177  

率（％） 3.4  7.3  8.5  18.1  39.5  13.0  10.2  100.0  

計 

人数（人） 194  383  559  765  1,535  719  166  4,321  

率（％） 4.5  8.9  12.9  17.7  35.5  16.6  3.8  100.0  

平成 27年率（％） 5.0  8.8  13.8  19.9  33.5  15.4  3.7  100.0  

平成 25年率（％） 5.4  11.2  18.4  23.0  30.1  11.5  0.5  100.0  

（注） 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答した数(4,321人) 
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奨学金受給の有無別に分けると、奨学金受給者のアルバイト時間数（第 8-7 表）は、全体では「週 20
時間以上 25 時間未満」が、429 人（28.1%）と最も多く、次いで、「週 15 時間以上 20 時間未満」が 320
人（21.0%）となっている。また、在籍段階別では、「大学院レベルの研究生」以上は「週 15 時間未満」

が 5 割以上となっているが、「短期大学」、「専修学校（専門課程）」、「準備教育課程」、「日本語教育機関」

は「週 15 時間以上」が約 8 割以上となっている。 
 

第 8-6 表 奨学金受給者の有無別アルバイト従事率 （Ｑ27・30参照） 

区分 
アルバイトを 

している 

アルバイトを 

していない 
不明 計 

奨学金を受給している 
人数（人） 1,526  601  7  2,134  

率（％） 71.5  28.2  0.3  100.0  

奨学金を受給していない 
人数（人） 2,795  736  39  3,570  

率（％） 78.3  20.6  1.1  100.0  

合計 
人数（人） 4,321  1,337  46  5,704  

率（％） 75.8  23.4  0.8  100.0  

 

第 8-7 表 奨学金受給者のアルバイト時間数 （全体と在籍段階別） （Ｑ12・27・31(2)参照） 

区分 
5時間 

未満 

5時間～ 

10時間未満 

10時間～ 

15時間未満 

15時間～ 

20時間未満 

20時間～ 

25時間未満 

25時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 24  33  21  24  15  4  6  127  

率（％） 18.9  26.0  16.5  18.9  11.8  3.1  4.7  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 19  70  58  48  29  8  7  239  

率（％） 7.9  29.3  24.3  20.1  12.1  3.3  2.9  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 1  3  1  1  1  0  0  7  

率（％） 14.3  42.9  14.3  14.3  14.3  0.0  0.0  100.0  

大学院レベルの 

研究生 

人数（人） 1  1  3  1  2  1  1  10  

率（％） 10.0  10.0  30.0  10.0  20.0  10.0  10.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 35  82  131  140  166  39  14  607  

率（％） 5.8  13.5  21.6  23.1  27.3  6.4  2.3  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 0  1  3  3  1  1  0  9  

率（％） 0.0  11.1  33.3  33.3  11.1  11.1  0.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 0  0  1  6  8  1  0  16  

率（％） 0.0  0.0  6.3  37.5  50.0  6.3  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 6  18  18  49  120  60  8  279  

率（％） 2.2  6.5  6.5  17.6  43.0  21.5  2.9  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 0  0  1  4  4  2  0  11  

率（％） 0.0  0.0  9.1  36.4  36.4  18.2  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 3  6  23  32  67  35  6  172  

率（％） 1.7  3.5  13.4  18.6  39.0  20.3  3.5  100.0  

その他 
人数（人） 2  3  6  12  16  4  6  49  

率（％） 4.1  6.1  12.2  24.5  32.7  8.2  12.2  100.0  

計 

人数（人） 91  217  266  320  429  155  48  1,526  

率（％） 6.0  14.2  17.4  21.0  28.1  10.2  3.1  100.0  

平成 27年率（％） 6.5  12.3  16.0  23.8  28.4  10.0  3.0  100.0  

平成 25年率（％） 6.5  14.3  21.2  23.4  26.1  8.1  0.5  100.0  

（注） 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答（4,321人）し、かつ奨学金を受給していると回答した件数（1,526人） 
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奨学金非受給者のアルバイト時間数（第 8-8 表）は、全体では「週 20 時間以上 25 時間未満」が 1,106
人（39.6%）と最も多く、次いで「週 25 時間以上」が 564 人（20.2%）となっている。在籍段階別では、

「専門職大学院課程」、「学部レベルの研究生・聴講生」、「短期大学」、「専修学校（専門課程）」、「日本語

教育機関」では「週 15 時間以上」アルバイトをしている割合が７割以上となっている。 
また、第 8-7 表と第 8-8 表から奨学金受給者と非受給者のアルバイト時間数を比較すると、「週 15 時

間以上」アルバイトをする者は、奨学金受給者の 59.2%に対して、非受給者は 75.7%となり、非受給者

の方がアルバイトに費やす時間が多いことがわかる。 
  

第 8-8 表 奨学金非受給者のアルバイト時間数 （全体と在籍段階別） （Ｑ12・27・31(2)参照） 

区分 
5時間 

未満 

5時間～ 

10時間未満 

10時間～ 

15時間未満 

15時間～ 

20時間未満 

20時間～ 

25時間未満 

25時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 6  10  19  14  10  5  4  68  

率（％） 8.8  14.7  27.9  20.6  14.7  7.4  5.9  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 18  30  25  43  36  11  9  172  

率（％） 10.5  17.4  14.5  25.0  20.9  6.4  5.2  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 1  3  2  6  8  5  0  25  

率（％） 4.0  12.0  8.0  24.0  32.0  20.0  0.0  100.0  

大学院レベルの 

研究生 

人数（人） 2  6  2  3  5  4  0  22  

率（％） 9.1  27.3  9.1  13.6  22.7  18.2  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 30  43  82  104  162  80  18  519  

率（％） 5.8  8.3  15.8  20.0  31.2  15.4  3.5  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 3  0  4  5  11  9  1  33  

率（％） 9.1  0.0  12.1  15.2  33.3  27.3  3.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 0  0  2  3  10  4  0  19  

率（％） 0.0  0.0  10.5  15.8  52.6  21.1  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 19  20  54  94  342  201  31  761  

率（％） 2.5  2.6  7.1  12.4  44.9  26.4  4.1  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 1  3  5  4  12  5  2  32  

率（％） 3.1  9.4  15.6  12.5  37.5  15.6  6.3  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 19  41  89  149  456  221  41  1,016  

率（％） 1.9  4.0  8.8  14.7  44.9  21.8  4.0  100.0  

その他 
人数（人） 4  10  9  20  54  19  12  128  

率（％） 3.1  7.8  7.0  15.6  42.2  14.8  9.4  100.0  

計 

人数（人） 103  166  293  445  1,106  564  118  2,795  

率（％） 3.7  5.9  10.5  15.9  39.6  20.2  4.2  100.0  

平成 27年率（％） 4.1  6.6  12.5  17.6  36.5  18.6  4.0  100.0  

平成 25年率（％） 4.3  8.2  15.8  22.6  33.8  14.8  0.6  100.0  

（注） 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答（4,321人）し、かつ奨学金を受給していないと回答した件数（2,795人） 

 
アルバイトに従事する理由（第 8-9 表）は、「日本での生活を維持するために必要だから」が 3,036 人

（70.3%）で７割以上となっている。 
 

第 8-9 表 アルバイトに従事する理由 （Ｑ31(3)参照） 

区分 
日本での生活を維持 

するために必要だから 

日本人との交流等 

良い機会になるから 

教養・娯楽等にあてる

費用を得るため 
その他 不明 計 

人数（人） 3,036  903  249  86  47  4,321  

率（％） 70.3  20.9  5.8  2.0  1.1  100.0  

平成 27年率（％） 71.1  21.5  4.7  1.7  1.0  100.0  

平成 25年率（％） 69.2  23.3  5.3  1.6  0.6  100.0  

（注） 1. 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答した数（4,321人） 

    2. 率は、第 8-1表のアルバイトをしていると回答した数を 100 とした割合 
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アルバイトの時給額（第 8-10 表）は、全体では「800 円以上 1,000 円未満」が 1,833 人（42.4%）が

最も多く、次いで、「1,000 円以上 1,200 円未満」が 1,703 人（39.4%）となっており、「800 円以上 1,200
円未満」の時給が８割以上となっている。 
 在籍段階別に見ると、1,400 円以上の時給に対する比率が最も高いのは、「大学院博士課程・博士後期

課程」（21.5%）であり、次いで、「専門職大学院課程」（9.4%）、「大学院修士課程・博士前期課程」（8.8%）

となっており、上位の課程になると時給も高くなっている。 
 
第 8-10表 アルバイトの時給額 （全体と在籍段階別） （Ｑ12・31(4)参照） 

区分 
800円 

未満 

800円～

1,000円 

未満 

1,000円

～1,200

円未満 

1,200円

～1,400

円未満 

1,400円

～1,600

円未満 

1,600円

～1,800

円未満 

1,800円

～2,000

円未満 

2,000円 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 13  61  55  20  19  4  4  15  4  195  

率（％） 6.7  31.3  28.2  10.3  9.7  2.1  2.1  7.7  2.1  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 26  209  112  25  16  3  7  10  3  411  

率（％） 6.3  50.9  27.3  6.1  3.9  0.7  1.7  2.4  0.7  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 1  11  14  3  0  0  0  3  0  32  

率（％） 3.1  34.4  43.8  9.4  0.0  0.0  0.0  9.4  0.0  100.0  

大学院レベルの

研究生 

人数（人） 4  15  11  2  0  0  0  0  0  32  

率（％） 12.5  46.9  34.4  6.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 58  546  372  82  29  3  3  29  4  1,126  

率（％） 5.2  48.5  33.0  7.3  2.6  0.3  0.3  2.6  0.4  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 3  18  17  3  0  0  0  1  0  42  

率（％） 7.1  42.9  40.5  7.1  0.0  0.0  0.0  2.4  0.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 4  23  7  1  0  0  0  0  0  35  

率（％） 11.4  65.7  20.0  2.9  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 62  384  484  82  6  4  2  5  11  1,040  

率（％） 6.0  36.9  46.5  7.9  0.6  0.4  0.2  0.5  1.1  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 0  11  28  3  1  0  0  0  0  43  

率（％） 0.0  25.6  65.1  7.0  2.3  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 54  477  544  67  15  4  3  10  14  1,188  

率（％） 4.5  40.2  45.8  5.6  1.3  0.3  0.3  0.8  1.2  100.0  

その他 
人数（人） 10  78  59  9  6  2  3  1  9  177  

率（％） 5.6  44.1  33.3  5.1  3.4  1.1  1.7  0.6  5.1  100.0  

計 

人数（人） 235  1,833  1,703  297  92  20  22  74  45  4,321  

率（％） 5.4  42.4  39.4  6.9  2.1  0.5  0.5  1.7  1.0  100.0  

平成 27年率（％） 9.3  50.1  30.7  4.4  1.4  0.4  0.9  1.7  1.0  100.0  

平成 25年率（％） 14.1  54.7  22.5  3.6  1.4  0.7  0.6  1.7  0.6  100.0  

（注） 1. 回答者数は、第 8-1表でアルバイトをしていると回答した数（4,321人） 

    2. 率は、第 8-1表のアルバイトをしている回答した数を 100 とした割合 
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９．授業時間を除く学習・研究時間 
  
 在籍段階別学習・研究時間（第 9-1 表）を見ると、「大学院博士課程・博士後期課程」では、「週 35 時

間以上」と回答した者が半数以上（194 人、57.7%）であり、「大学院修士課程・博士前期課程」では、

「週 14 時間以上 35 時間未満」と回答した者が半数以上（322 人、52.0%）となっている。 
「週 28 時間未満」を見ると、「短期大学」（36 人、90.0%）、「準備教育課程」（72 人、87.8%）、「日本

語教育機関」（1,362 人、87.6%）、「専修学校（専門課程）」（1,028 人、86.1%）、「学部レベルの研究生・

聴講生」（43 人、84.3%）、「学部正規課程」（1,266 人、83.6%）であり、いずれも８割以上となっている。

特に「週 7 時間以上 21 時間未満」と回答した者が多い。 
 
第 9-1 表 在籍段階別学習・研究時間 （Ｑ12・17参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 12  22  30  28  50  67  55  72  0  336  

率（％） 3.6  6.5  8.9  8.3  14.9  19.9  16.4  21.4  0.0  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 33  98  137  100  85  75  32  54  5  619  

率（％） 5.3  15.8  22.1  16.2  13.7  12.1  5.2  8.7  0.8  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 5  15  10  9  5  3  1  3  1  52  

率（％） 9.6  28.8  19.2  17.3  9.6  5.8  1.9  5.8  1.9  100.0  

大学院レベルの

研究生 

人数（人） 9  7  8  7  6  3  0  1  0  41  

率（％） 22.0  17.1  19.5  17.1  14.6  7.3  0.0  2.4  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 260  414  371  221  134  47  35  31  1  1,514  

率（％） 17.2  27.3  24.5  14.6  8.9  3.1  2.3  2.0  0.1  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 14  16  6  7  5  2  0  1  0  51  

率（％） 27.5  31.4  11.8  13.7  9.8  3.9  0.0  2.0  0.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 11  15  9  1  4  0  0  0  0  40  

率（％） 27.5  37.5  22.5  2.5  10.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 211  317  266  234  96  33  16  14  7  1,194  

率（％） 17.7  26.5  22.3  19.6  8.0  2.8  1.3  1.2  0.6  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 17  33  14  8  6  2  1  1  0  82  

率（％） 20.7  40.2  17.1  9.8  7.3  2.4  1.2  1.2  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 288  432  467  175  98  45  11  28  11  1,555  

率（％） 18.5  27.8  30.0  11.3  6.3  2.9  0.7  1.8  0.7  100.0  

その他 
人数（人） 36  60  62  23  15  14  1  2  7  220  

率（％） 16.4  27.3  28.2  10.5  6.8  6.4  0.5  0.9  3.2  100.0  

計 

人数（人） 896  1,429  1,380  813  504  291  152  207  32  5,704  

率（％） 15.7  25.1  24.2  14.3  8.8  5.1  2.7  3.6  0.6  100.0  

平成 27年率（％） 17.8  24.1  23.5  14.2  8.1  4.9  2.7  4.2  0.5  100.0  

平成 25年率（％） 13.8  21.9  25.5  16.1  9.2  6.0  2.9  4.2  0.5  100.0  
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奨学金受給者及び非受給者の在籍段階別学習・研究時間（第 9-2 表と第 9-3 表）を比較すると、全体と

して奨学金受給者の方が非受給者よりも学習・研究時間が比較的多い。 
「大学院博士課程・博士後期課程」、「専門職大学院課程」、「大学院レベルの研究生」を除き、「週 14

時間未満」の割合が、受給者から非受給者になると増加している。 
 
第 9-2 表 奨学金受給者の在籍段階別学習・研究時間 （Ｑ12・17・27参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 8  17  17  18  31  39  34  44  0  208  

率（％） 3.8  8.2  8.2  8.7  14.9  18.8  16.3  21.2  0.0  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 19  44  57  54  44  45  22  33  1  319  

率（％） 6.0  13.8  17.9  16.9  13.8  14.1  6.9  10.3  0.3  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 2  6  3  2  1  1  0  1  1  17  

率（％） 11.8  35.3  17.6  11.8  5.9  5.9  0.0  5.9  5.9  100.0  

大学院レベルの

研究生 

人数（人） 2  2  3  2  1  2  0  0  0  12  

率（％） 16.7  16.7  25.0  16.7  8.3  16.7  0.0  0.0  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 96  184  168  94  57  21  16  13  0  649  

率（％） 14.8  28.4  25.9  14.5  8.8  3.2  2.5  2.0  0.0  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 2  3  1  4  3  0  0  0  0  13  

率（％） 15.4  23.1  7.7  30.8  23.1  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 1  4  4  0  1  0  0  0  0  10  

率（％） 10.0  40.0  40.0  0.0  10.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 31  60  58  45  25  14  3  3  1  240  

率（％） 12.9  25.0  24.2  18.8  10.4  5.8  1.3  1.3  0.4  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 1  3  2  4  2  2  1  1  0  16  

率（％） 6.3  18.8  12.5  25.0  12.5  12.5  6.3  6.3  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 16  51  36  23  12  8  2  2  2  152  

率（％） 10.5  33.6  23.7  15.1  7.9  5.3  1.3  1.3  1.3  100.0  

その他 
人数（人） 5  10  12  9  5  3  1  0  1  46  

率（％） 10.9  21.7  26.1  19.6  10.9  6.5  2.2  0.0  2.2  100.0  

計 

人数（人） 183  384  361  255  182  135  79  97  6  1,682  

率（％） 10.9  22.8  21.5  15.2  10.8  8.0  4.7  5.8  0.4  100.0  

平成 27年率（％） 12.3  22.2  23.0  14.9  10.3  6.8  3.4  6.8  0.3  100.0  

平成 25年率（％） 8.8  21.3  25.0  16.9  10.5  7.9  3.9  5.4  0.3  100.0  

（注） 回答者数は、第 5-4表の奨学金受給者数（1,682人） 
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第 9-3 表 奨学金非受給者の在籍段階別学習・研究時間             （Ｑ12・17・27参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

人数（人） 2  2  9  5  12  15  11  16  0  72  

率（％） 2.8  2.8  12.5  6.9  16.7  20.8  15.3  22.2  0.0  100.0  

大学院修士課程 

・博士前期課程 

人数（人） 10  32  54  29  25  18  7  14  1  190  

率（％） 5.3  16.8  28.4  15.3  13.2  9.5  3.7  7.4  0.5  100.0  

専門職大学院 

課程 

人数（人） 1  5  5  4  2  1  1  0  0  19  

率（％） 5.3  26.3  26.3  21.1  10.5  5.3  5.3  0.0  0.0  100.0  

大学院レベルの 

研究生 

人数（人） 2  1  4  5  2  1  0  0  0  15  

率（％） 13.3  6.7  26.7  33.3  13.3  6.7  0.0  0.0  0.0  100.0  

学部正規課程 
人数（人） 100  157  129  85  37  16  13  9  1  547  

率（％） 18.3  28.7  23.6  15.5  6.8  2.9  2.4  1.6  0.2  100.0  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

人数（人） 7  7  5  2  1  2  0  0  0  24  

率（％） 29.2  29.2  20.8  8.3  4.2  8.3  0.0  0.0  0.0  100.0  

短期大学 
人数（人） 6  9  2  1  1  0  0  0  0  19  

率（％） 31.6  47.4  10.5  5.3  5.3  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 131  193  143  126  48  11  7  4  6  669  

率（％） 19.6  28.8  21.4  18.8  7.2  1.6  1.0  0.6  0.9  100.0  

準備教育課程 
人数（人） 6  16  8  4  2  0  0  0  0  36  

率（％） 16.7  44.4  22.2  11.1  5.6  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 173  244  295  101  57  19  4  17  5  915  

率（％） 18.9  26.7  32.2  11.0  6.2  2.1  0.4  1.9  0.5  100.0  

その他 
人数（人） 17  32  22  9  7  4  0  1  1  93  

率（％） 18.3  34.4  23.7  9.7  7.5  4.3  0.0  1.1  1.1  100.0  

計 

人数（人） 455  698  676  371  194  87  43  61  14  2,599  

率（％） 17.5  26.9  26.0  14.3  7.5  3.3  1.7  2.3  0.5  100.0  

平成 27年率（％） 20.1  26.4  22.8  13.7  6.9  4.2  2.4  3.1  0.5  100.0  

平成 25年率（％） 17.2  23.1  26.6  15.0  8.1  4.2  2.2  3.1  0.4  100.0  

（注） 回答者数は、第 6-3表の奨学金非受給者数（2,599人） 
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専攻別の学習・研究時間（第 9-4 表）を見ると、「人文科学」、「社会科学」、「日本語」は、いずれ

も「週 21 時間未満」（１日当たり平均３時間未満）が６割を超え、「家政」、「工学」は、約５割とな

っている。 

一方、「医・歯学」、「薬学」は、「週 28 時間以上」（１日当たり平均４時間以上）が、それぞれ 31 人（47.0%）、

11 人（57.9%）となっている。 
 
 
第 9-4 表 専攻別の学習・研究時間 （Ｑ16・17参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

人文科学 
人数（人） 72  84  90  81  41  23  11  7  2  411  

率（％） 17.5  20.4  21.9  19.7  10.0  5.6  2.7  1.7  0.5  100.0  

社会科学 
人数（人） 191  318  304  175  121  53  31  31  2  1,226  

率（％） 15.6  25.9  24.8  14.3  9.9  4.3  2.5  2.5  0.2  100.0  

理学 
人数（人） 11  25  27  25  20  18  11  21  0  158  

率（％） 7.0  15.8  17.1  15.8  12.7  11.4  7.0  13.3  0.0  100.0  

工学 
人数（人） 69  111  115  87  65  64  41  60  1  613  

率（％） 11.3  18.1  18.8  14.2  10.6  10.4  6.7  9.8  0.2  100.0  

農学 
人数（人） 4  16  14  15  8  12  6  13  2  90  

率（％） 4.4  17.8  15.6  16.7  8.9  13.3  6.7  14.4  2.2  100.0  

医・歯学 
人数（人） 5  12  9  9  12  3  7  9  0  66  

率（％） 7.6  18.2  13.6  13.6  18.2  4.5  10.6  13.6  0.0  100.0  

薬学 
人数（人） 1  1  2  4  2  3  3  3  0  19  

率（％） 5.3  5.3  10.5  21.1  10.5  15.8  15.8  15.8  0.0  100.0  

家政 
人数（人） 15  27  9  17  19  2  2  5  1  97  

率（％） 15.5  27.8  9.3  17.5  19.6  2.1  2.1  5.2  1.0  100.0  

教育 
人数（人） 12  27  32  15  18  13  4  3  0  124  

率（％） 9.7  21.8  25.8  12.1  14.5  10.5  3.2  2.4  0.0  100.0  

日本語 
人数（人） 370  592  597  261  136  60  19  34  14  2,083  

率（％） 17.8  28.4  28.7  12.5  6.5  2.9  0.9  1.6  0.7  100.0  

その他 
人数（人） 146  216  181  124  62  40  17  21  10  817  

率（％） 17.9  26.4  22.2  15.2  7.6  4.9  2.1  2.6  1.2  100.0  

計 

人数（人） 896  1,429  1,380  813  504  291  152  207  32  5,704  

率（％） 15.7  25.1  24.2  14.3  8.8  5.1  2.7  3.6  0.6  100.0  

平成 27年率（％） 17.8  24.1  23.5  14.2  8.1  4.9  2.7  4.2  0.5  100.0  

平成 25年率（％） 13.8  21.9  25.5  16.1  9.2  6.0  2.9  4.2  0.5  100.0  
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専攻別の奨学金受給者及び非受給者の学習・研究時間（第 9-5 表と第 9-6 表）を比較すると、全体とし

て奨学金受給者の方が非受給者よりも学習・研究時間が多い。「家政」、「教育」を除いて、受給者から非

受給者になると「週 14 時間未満」の割合が増加し、「週 28 時間以上」の割合は、すべての専攻別で奨学

金受給者の方が非受給者よりも学習・研究時間が多い。 
 
第 9-5 表 専攻別の奨学金受給者の学習・研究時間 （Ｑ16・17・27参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

人文科学 
人数（人） 22  29  36  23  21  13  7  5  2  158  

率（％） 13.9  18.4  22.8  14.6  13.3  8.2  4.4  3.2  1.3  100.0  

社会科学 
人数（人） 56  119  123  86  56  23  14  18  1  496  

率（％） 11.3  24.0  24.8  17.3  11.3  4.6  2.8  3.6  0.2  100.0  

理学 
人数（人） 4  13  8  12  8  15  8  10  0  78  

率（％） 5.1  16.7  10.3  15.4  10.3  19.2  10.3  12.8  0.0  100.0  

工学 
人数（人） 28  41  53  32  26  38  26  37  0  281  

率（％） 10.0  14.6  18.9  11.4  9.3  13.5  9.3  13.2  0.0  100.0  

農学 
人数（人） 4  4  8  5  3  7  4  6  0  41  

率（％） 9.8  9.8  19.5  12.2  7.3  17.1  9.8  14.6  0.0  100.0  

医・歯学 
人数（人） 3  5  4  5  7  1  5  5  0  35  

率（％） 8.6  14.3  11.4  14.3  20.0  2.9  14.3  14.3  0.0  100.0  

薬学 
人数（人） 0  0  0  1  2  2  1  2  0  8  

率（％） 0.0  0.0  0.0  12.5  25.0  25.0  12.5  25.0  0.0  100.0  

家政 
人数（人） 2  9  0  2  5  2  0  3  0  23  

率（％） 8.7  39.1  0.0  8.7  21.7  8.7  0.0  13.0  0.0  100.0  

教育 
人数（人） 6  14  11  7  5  5  3  1  0  52  

率（％） 11.5  26.9  21.2  13.5  9.6  9.6  5.8  1.9  0.0  100.0  

日本語 
人数（人） 27  77  62  44  22  13  4  3  2  254  

率（％） 10.6  30.3  24.4  17.3  8.7  5.1  1.6  1.2  0.8  100.0  

その他 
人数（人） 31  73  56  38  27  16  7  7  1  256  

率（％） 12.1  28.5  21.9  14.8  10.5  6.3  2.7  2.7  0.4  100.0  

計 

人数（人） 183  384  361  255  182  135  79  97  6  1,682  

率（％） 10.9  22.8  21.5  15.2  10.8  8.0  4.7  5.8  0.4  100.0  

平成 27年率（％） 12.3  22.2  23.0  14.9  10.3  6.8  3.4  6.8  0.3  100.0  

平成 25年率（％） 8.8  21.3  25.0  16.9  10.5  7.9  3.9  5.4  0.3  100.0  

（注）回答者数は、第 5-4表の奨学金受給者数（1,682人） 
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第 9-6 表 専攻別の奨学金非受給者の学習・研究時間 （Ｑ16・17・27 参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

人文科学 
人数（人） 29  31  36  38  12  6  2  1  0  155  

率（％） 18.7  20.0  23.2  24.5  7.7  3.9  1.3  0.6  0.0  100.0  

社会科学 
人数（人） 81  129  119  57  30  14  10  7  1  448  

率（％） 18.1  28.8  26.6  12.7  6.7  3.1  2.2  1.6  0.2  100.0  

理学 
人数（人） 6  8  12  6  3  1  1  4  0  41  

率（％） 14.6  19.5  29.3  14.6  7.3  2.4  2.4  9.8  0.0  100.0  

工学 
人数（人） 34  51  41  38  25  17  10  16  0  232  

率（％） 14.7  22.0  17.7  16.4  10.8  7.3  4.3  6.9  0.0  100.0  

農学 
人数（人） 0  10  3  4  4  3  2  4  0  30  

率（％） 0.0  33.3  10.0  13.3  13.3  10.0  6.7  13.3  0.0  100.0  

医・歯学 
人数（人） 1  3  3  2  4  0  0  3  0  16  

率（％） 6.3  18.8  18.8  12.5  25.0  0.0  0.0  18.8  0.0  100.0  

薬学 
人数（人） 1  1  2  1  0  1  2  0  0  8  

率（％） 12.5  12.5  25.0  12.5  0.0  12.5  25.0  0.0  0.0  100.0  

家政 
人数（人） 9  14  8  11  11  0  2  0  1  56  

率（％） 16.1  25.0  14.3  19.6  19.6  0.0  3.6  0.0  1.8  100.0  

教育 
人数（人） 2  8  15  6  10  5  0  2  0  48  

率（％） 4.2  16.7  31.3  12.5  20.8  10.4  0.0  4.2  0.0  100.0  

日本語 
人数（人） 211  331  356  146  71  23  8  17  6  1,169  

率（％） 18.0  28.3  30.5  12.5  6.1  2.0  0.7  1.5  0.5  100.0  

その他 
人数（人） 81  112  81  62  24  17  6  7  6  396  

率（％） 20.5  28.3  20.5  15.7  6.1  4.3  1.5  1.8  1.5  100.0  

計 

人数（人） 455  698  676  371  194  87  43  61  14  2,599  

率（％） 17.5  26.9  26.0  14.3  7.5  3.3  1.7  2.3  0.5  100.0  

平成 27年率（％） 20.1  26.4  22.8  13.7  6.9  4.2  2.4  3.1  0.5  100.0  

平成 25年率（％） 17.2  23.1  26.6  15.0  8.1  4.2  2.2  3.1  0.4  100.0  

（注） 回答者数は、第 6-3表の奨学金非受給者数（2,599人） 

 
奨学金の受給金額と学習・研究時間（第 9-7 表）を見ると、奨学金の非受給者においては、「週 28 時

間未満」が約７割であり、中でも、「週 7 時間以上 14 時間未満」の 698 人（26.9%）が最も多い。 
奨学金が７万円未満の受給者では、学習・研究時間は、「週 7 時間以上 21 時間未満」が最も多く、「５

万円未満」の受給者では 46.0%（574 人）、「5 万円以上 7 万円未満」の受給者では 48.0%（49 人）とな

っている。 
 

第 9-7 表 奨学金の受給金額と学習・研究時間                     （Ｑ17・27参照） 

区分 
7時間 

未満 

7～14 

時間未満 

14～21 

時間未満 

21～28 

時間未満 

28～35 

時間未満 

35～42 

時間未満 

42～49 

時間未満 

49時間 

以上 
不明 計 

奨学金なし 
人数(人) 455  698  676  371  194  87  43  61  14  2,599  

率（％） 17.5  26.9  26.0  14.3  7.5  3.3  1.7  2.3  0.5  100.0  

奨
学
金
あ
り 

5万円未満 
人数(人) 137  296  278  211  133  92  40  57  5  1,249  

率（％） 11.0  23.7  22.3  16.9  10.6  7.4  3.2  4.6  0.4  100.0  

5万円以上 

7万円未満 

人数(人)  17  30  19  8  10  6  9  2  1  102  

率（％） 16.7  29.4  18.6  7.8  9.8  5.9  8.8  2.0  1.0  100.0  

7万円以上 

9万円未満 

人数(人) 4  12  10  6  11  9  5  6  0  63  

率（％） 6.3  19.0  15.9  9.5  17.5  14.3  7.9  9.5  0.0  100.0  

9万円以上 

11万円未満 

人数(人) 12  19  30  13  8  11  9  3  0  105  

率（％） 11.4  18.1  28.6  12.4  7.6  10.5  8.6  2.9  0.0  100.0  

11万円以上 
人数(人) 13  27  24  17  20  17  16  29  0  163  

率（％） 8.0  16.6  14.7  10.4  12.3  10.4  9.8  17.8  0.0  100.0  

（注） 回答者数は、第 5-3表の奨学金受給者数（1,682人）、及び第 6-2表の奨学金非受給者数（2,599人） 
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10．宿舎 
 
 宿舎の形態（第 10-1 表）は、「民間アパート・マンション等」に居住する者が、4,302 人（75.4%）と

最も多い。 
 
第 10-1 表 宿舎の形態 （Ｑ11・12・33(1)参照） 

区分 

民間アパ

ート・マン

ション等 

大学・学校

の留学生

用宿舎 

大学・学校

の一般 

学生寮 

県・市・ 

財団法人

の留学生 

宿舎 

公営住宅

等の一般

公的宿舎 

企業の 

社員寮 

ホーム 

ステイ 
その他 不明 計 

大
学 

国立 
人数（人） 516  150  85  24  27  5  2  14  5  828  

率（％） 62.3  18.1  10.3  2.9  3.3  0.6  0.2  1.7  0.6  100.0  

公立 
人数（人） 55  19  5  6  3  0  0  3  1  92  

率（％） 59.8  20.7  5.4  6.5  3.3  0.0  0.0  3.3  1.1  100.0  

私立 
人数（人） 1,484  133  95  27  40  12  22  44  11  1,868  

率（％） 79.4  7.1  5.1  1.4  2.1  0.6  1.2  2.4  0.6  100.0  

大学計 
人数（人） 2,055  302  185  57  70  17  24  61  17  2,788  

率（％） 73.7  10.8  6.6  2.0  2.5  0.6  0.9  2.2  0.6  100.0  

短期大学 
人数（人） 31  2  5  0  0  0  0  2  0  40  

率（％） 77.5  5.0  12.5  0.0  0.0  0.0  0.0  5.0  0.0  100.0  

専修学校 

（専門課程） 

人数（人） 995  48  56  14  20  25  10  26  17  1,211  

率（％） 82.2  4.0  4.6  1.2  1.7  2.1  0.8  2.1  1.4  100.0  

準備教育 

機関 

人数（人） 56  12  8  1  0  2  0  3  0  82  

率（％） 68.3  14.6  9.8  1.2  0.0  2.4  0.0  3.7  0.0  100.0  

日本語 

教育機関 

人数（人 1,165  107  129  17  41  28  11  54  31  1,583  

率（％） 73.6  6.8  8.1  1.1  2.6  1.8  0.7  3.4  2.0  100.0  

計 

人数（人） 4,302  471  383  89  131  72  45  146  65  5,704  

率（％） 75.4  8.3  6.7  1.6  2.3  1.3  0.8  2.6  1.1  100.0  

平成 27率（％） 75.4  9.4  6.1  1.5  2.4  1.0  1.2  2.1  0.8  100.0  

平成 25率（％） 75.3  10.0  5.9  1.9  2.5  0.9  0.8  2.1  0.5  100.0  
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在籍学校別の宿舎形態の率（年度別比較表）（第 10-2 表）は、すべての区分でほぼ同じ割合で推移

している。 

第 10-2 表 在籍学校別の宿舎形態の率（単位％） （年度別比較表）  （Ｑ11・12・33(1)参照） 

区分 

民間アパ

ート・マン

ション等 

大学・学校

の留学生

用宿舎 

大学・学校

の一般 

学生寮 

県・市・ 

財団法人

の留学生 

宿舎 

公営住宅

等の一般

公的宿舎 

企業の 

社員寮 

ホーム 

ステイ 
その他 不明 計 

大学 

国立 

平成 29年 62.3 18.1 10.3 2.9 3.3 0.6 0.2 1.7 0.6 100.0 

平成 27年 65.7 16.5 9.8 2.5 3.8 0.5 0.1 0.6 0.4 100.0 

平成 25年 57.5 21.6 11.4 2.6 4.5 0.7 0.5 0.9 0.3 100.0 

公立 

平成 29年 59.8 20.7 5.4 6.5 3.3 0.0 0.0 3.3 1.1 100.0 

平成 27年 56.3 22.7 10.9 2.5 3.4 0.0 2.5 1.7 0.0 100.0 

平成 25年 61.8 18.4 5.1 9.6 2.9 1.5 0.0 0.7 0.0 100.0 

私立 

平成 29年 79.4 7.1 5.1 1.4 2.1 0.6 1.2 2.4 0.6 100.0 

平成 27年 77.9 8.9 4.6 1.5 2.4 1.3 0.8 2.0 0.8 100.0 

平成 25年 81.3 7.5 3.9 1.5 2.0 0.9 0.5 1.9 0.5 100.0 

大学計 

平成 29年 73.7 10.8 6.6 2.0 2.5 0.6 0.9 2.2 0.6 100.0 

平成 27年 73.6 11.6 6.3 1.8 2.8 1.0 0.7 1.6 0.6 100.0 

平成 25年 74.3 11.6 5.9 2.0 2.7 0.9 0.5 1.6 0.4 100.0 

短期大学 

平成 29年 77.5 5.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 100.0 

平成 27年 70.4 14.8 7.4 0.0 3.7 0.0 1.9 1.9 0.0 100.0 

平成 25年 83.1 5.1 5.1 0.0 1.7 0.0 3.4 0.0 1.7 100.0 

専修学校 

（専門課程） 

平成 29年 82.2 4.0 4.6 1.2 1.7 2.1 0.8 2.1 1.4 100.0 

平成 27年 85.6 4.1 3.1 0.7 1.7 0.7 1.1 2.5 0.7 100.0 

平成 25年 83.5 3.4 3.9 1.6 2.3 0.8 0.7 3.3 0.4 100.0 

準備教育課程 

平成 29年 68.3 14.6 9.8 1.2 0.0 2.4 0.0 3.7 0.0 100.0 

平成 27年 66.2 15.5 9.9 2.8 0.0 1.4 0.0 4.2 0.0 100.0 

平成 25年 44.0 20.0 14.0 8.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 100.0 

日本語教育機関 

平成 29年 73.6 6.8 8.1 1.1 2.6 1.8 0.7 3.4 2.0 100.0 

平成 27年 73.2 8.0 7.3 1.5 2.1 1.3 2.6 2.8 1.3 100.0 

平成 25年 72.6 9.6 7.5 1.4 2.0 0.9 1.7 3.1 1.1 100.0 

計 

平成 29年 75.4 8.3 6.7 1.6 2.3 1.3 0.8 2.6 1.1 100.0 

平成 27年 75.4 9.4 6.1 1.5 2.4 1.0 1.2 2.1 0.8 100.0 

平成 25年 75.3 10.0 5.9 1.9 2.5 0.9 0.8 2.1 0.5 100.0 
 
宿舎を選ぶ際に重視したもの（第 10-3 表）は、「家賃・初期費用」が 4,824 人（84.6%）と最も多く、

「学校からの距離・通学時間」が 3,877 人（68.0%）、「周辺環境の利便性」が 2,462 人（43.2%）と続く。 
第 10-3表 宿舎を選ぶ際に重視したもの（複数回答設問）  （Ｑ33(2)参照） 

区分 
家賃 

初期費用 

間取り 

広さ 
設備 

学校から

の距離 

通学時間 

周辺環境 

の利便性 

セキュ 

リティ 

日本人と 

の交流 

留学生同 

士の交流 

高等教育機関 

集計 pt 9,866  1,816  1,634  5,545  2,519  1,035  330  234  

集計 pt 率（％） 42.9  7.9  7.1  24.1  11.0  4.5  1.4  1.0  

人数（人） 3,528  945  917  2,835  1,789  700  228  177  

率（％） 85.6  22.9  22.3  68.8  43.4  17.0  5.5  4.3  

日本語教育機関 

集計 pt 3,630  676  709  2,036  933  417  164  101  

集計 pt 率（％） 41.9  7.8  8.2  23.5  10.8  4.8  1.9  1.2  

人数（人） 1,296  345  382  1,042  673  271  107  67  

率（％） 81.9  21.8  24.1  65.8  42.5  17.1  6.8  4.2  

合計 

集計 pt 13,496  2,492  2,343  7,581  3,452  1,452  494  335  

集計 pt 率（％） 42.6  7.9  7.4  24.0  10.9  4.6  1.6  1.1  

人数（人） 4,824  1,290  1,299  3,877  2,462  971  335  244  

率（％） 84.6  22.6  22.8  68.0  43.2  17.0  5.9  4.3  

平成 27 年率(％) 85.4  22.6  21.5  67.2  44.1  14.4  6.4  3.9  

平成 25 年率（％） 86.3 17.5 20.7 68.4 44.6 11.4 5.6 3.5 

（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 
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一人当たりの専有面積（第 10-4 表）は、「7.5 ㎡以上 10 ㎡（約 5～6 畳）未満」が 1,144 人（20.1%）

と最も多く、「15 ㎡（約 9 畳）未満」が全体の約７割（65.5%）となっている。 
 
第 10-4 表 一人当たりの専有面積 （Ｑ33(3)参照） 

区分 5㎡未満 
5～7.5㎡

未満 

7.5～10

㎡未満 

10～12.5

㎡未満 

12.5～15

㎡未満 

15～17.5

㎡未満 

17.5～20

㎡未満 

20～25㎡

未満 
25㎡以上 不明 計 

人数（人） 504  910  1,144  638  541  444  556  462  359  146  5,704  

率（％） 8.8  16.0  20.1  11.2  9.5  7.8  9.7  8.1  6.3  2.6  100.0  

平成 27年率（％） 8.3  16.8  20.6  12.9  10.0  7.1  9.1  7.2  5.8  2.2  100.0  

平成 25年率（％） 7.5  18.0  24.3  12.8  10.4  7.1  8.2  5.4  4.6  1.8  100.0  

 

部屋の設備（第 10-5 表）として、「キッチン」、「バス・シャワー」、「トイレ」の有無を見ると、約７

割の者が個別のキッチン（77.3%）、バス・シャワー（77.2%）、トイレ（78.6%）付きの部屋に居住して

いる。また、「部屋にはないが共同」はそれぞれ約２割となっている。 
 
第 10-5 表 部屋の設備 （Ｑ33(4)参照） 

区分 部屋にある 
部屋には 

ないが共同 
なし 不明 

キッチン 

人数（人） 4,407  1,120  48  129  

率（％） 77.3  19.6  0.8  2.3  

平成 27年率（％） 69.9  18.4  0.9  10.8  

平成 25年率（％） 71.6  19.2  1.0  8.2  

バス・シャワー 

人数（人） 4,403  1,092  15  194  

率（％） 77.2  19.1  0.3  3.4  

平成 27年率（％） 68.9  18.7  0.5  12.0  

平成 25年率（％） 71.3  19.0  0.4  9.3  

トイレ 

人数（人） 4,481  1,006  － 217  

率（％） 78.6  17.6  － 3.8  

平成 27年率（％） 71.1  16.5  － 12.3  

平成 25年率（％） 73.6  16.7  － 9.7  

（注） 「トイレ」の設問には「なし」の選択肢はない 

 

同居人の有無（第 10-6 表）については、「日本で単身で住んでいる」と回答した者は、2,768 人（48.5%）

で、全体の約半数となっている。 
 

第 10-6 表 同居人の有無 （Ｑ34参照） 

区分 単身 同居 不明 計 

人数（人） 2,768  2,879  57  5,704  

率（％） 48.5  50.5  1.0  100.0  

平成 27年率（％） 49.2  49.8  1.0  100.0  

平成 25年率（％） 50.9  46.9  2.2  100.0  

 
「同居人がいる」と回答した者のうち、同居人の数（第 10-7 表）が｢1 人｣と回答した者が 995 人（34.6%）

で最も多く、次いで、｢2 人｣と回答した者 955 人（33.2%）となっている。 
 
第 10-7表 同居人の数 （Ｑ35(1)参照） 

区分 1人 2人 3人 4人 5人以上 不明 計 

人数（人） 995  955  487  216  166  60  2,879  

率（％） 34.6  33.2  16.9  7.5  5.8  2.1  100.0  

平成 27年率（％） 34.5  36.6  14.4  6.8  4.8  2.8  100.0  

平成 25年率（％） 41.4  33.4  13.7  4.8  4.6  2.1  100.0  

（注） 回答者数は、第 10-6表で同居人ありと回答した数（2,879人） 
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同居人の種類（第 10-8 表）を見ると、「外国人留学生」と回答した者が約６割の 1,621 人（56.3%）で

最も多く、次いで、「配偶者又は家族」の 667 人（23.2%）となっている。 
 

第 10-8 表 同居人の種類 （Ｑ35(2)参照） 

区分 配偶者又は家族 外国人留学生 日本人学生 その他 不明 計 

人数（人） 667  1,621  102  369  120  2,879  

率（％） 23.2  56.3  3.5  12.8  4.2  100.0  

平成 27年率（％） 26.3  53.6  3.3  12.2  4.6  100.0  

平成 25年率（％） 29.1  54.9  2.3  9.8  3.8  100.0  

（注） 回答者数は、第 10-6表で同居人ありと回答した数(2,879人) 

 
 宿舎の形態による単身・同居の状況（第 10-9 表）を見ると、「単身居住者」、「同居者のいる者」のど

ちらも「民間のアパートやマンション等」に７割以上が居住している。 
 
第 10-9 表 宿舎の形態による単身・同居の状況 （Ｑ33(1)・34参照） 

区分 

民間アパ

ート・マン

ション等 

大学・学校

の留学生

用宿舎 

大学・学校

の一般 

学生寮 

県・市・ 

財団法人

の留学生 

宿舎 

公営住宅

等の一般

公的宿舎 

企業の 

社員寮 

ホーム 

ステイ 
その他 不明 計 

単身 
人数（人） 2,172  231  182  60  41  33  8  31  10  2,768  

率（％） 78.5  8.3  6.6  2.2  1.5  1.2  0.3  1.1  0.4  100.0  

同居 
人数（人） 2,112  240  200  29  90  39  37  115  17  2,879  

率（％） 73.4  8.3  6.9  1.0  3.1  1.4  1.3  4.0  0.6  100.0  

不明 
人数（人） 18  0  1  0  0  0  0  0  38  57  

率（％） 31.6  0.0  1.8  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  66.7  100.0  

合計 

人数（人） 4,302  471  383  89  131  72  45  146  65  5,704  

率（％） 75.4  8.3  6.7  1.6  2.3  1.3  0.8  2.6  1.1  100.0  

平成 27年率（％） 75.4  9.4  6.1  1.5  2.4  1.0  1.2  2.1  0.8  100.0  

平成 25年率（％） 75.3  10.0  5.9  1.9  2.5  0.9  0.8  2.1  0.5  100.0  

 

居住地域別の住居費（第 10-10 表）を見ると、関東地方が平均月額 39,000 円と全国で最も高くなって

いる。一方、平均月額が低いのは四国地方で 23,000 円となっている。なお、東京のみでは、43,000 円と

なっている。 
 
第 10-10 表 居住地域別の住居費 （年度別比較表） （Ｑ29・32参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 東京 全国平均 

平成 29年（千円） 31  25  39  26  35  24  23  24  43  34  

平成 27年（千円） 30  23  35  26  32  21  22  22  38  31  

平成 25年（千円） 28  23  41  28  35  25  21  25  43  35  
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宿舎の形態別の住居費（第 10-11 表）を見ると、「民間アパート・マンション等」は「2 万円以上 5
万円未満」が約７割（66.9%）であり、「大学・学校の留学生用宿舎」は、「1 万円以上 4 万円未満」が

６割以上（62.2%）となっている。全体では「2 万円以上 5 万円未満」が６割以上（63.9%）となってい

る。 

 

第 10-11 表 宿舎の形態別の住居費 （Ｑ29・33(1)参照） 

区分 
1万円 

未満 

1～2万 

円未満 

2～3万 

円未満 

3～4万 

円未満 

4～5万 

円未満 

5～6万 

円未満 

6～7万 

円未満 

7万円 

以上 
不明 計 

民間アパート・ 

マンション等 

人数（人） 45  211  692  917  579  344  199  176  107  3,270  

率（％） 1.4  6.5  21.2  28.0  17.7  10.5  6.1  5.4  3.3  100.0  

大学・学校の 

留学生用宿舎 

人数（人） 43  58  90  76  48  12  11  3  19  360  

率（％） 11.9  16.1  25.0  21.1  13.3  3.3  3.1  0.8  5.3  100.0  

大学・学校の 

一般学生寮 

人数（人） 23  57  73  52  29  13  13  9  21  290  

率（％） 7.9  19.7  25.2  17.9  10.0  4.5  4.5  3.1  7.2  100.0  

県・市・財団法人

の留学生宿舎 

人数（人） 4  8  17  14  12  9  3  4  1  72  

率（％） 5.6  11.1  23.6  19.4  16.7  12.5  4.2  5.6  1.4  100.0  

公営住宅等の 

一般公的宿舎 

人数（人） 5  9  19  25  12  6  3  5  3  87  

率（％） 5.7  10.3  21.8  28.7  13.8  6.9  3.4  5.7  3.4  100.0  

企業の社員寮 
人数（人） 1  6  7  11  4  1  4  1  12  47  

率（％） 2.1  12.8  14.9  23.4  8.5  2.1  8.5  2.1  25.5  100.0  

ホームステイ 
人数（人） 0  1  10  5  3  3  0  3  9  34  

率（％） 0.0  2.9  29.4  14.7  8.8  8.8  0.0  8.8  26.5  100.0  

その他 
人数（人） 1  6  11  12  8  19  10  9  27  103  

率（％） 1.0  5.8  10.7  11.7  7.8  18.4  9.7  8.7  26.2  100.0  

不明 
人数（人） 0  2  3  5  1  4  2  0  1  18  

率（％） 0.0  11.1  16.7  27.8  5.6  22.2  11.1  0.0  5.6  100.0  

合計 

人数（人） 122  358  922  1,117  696  411  245  210  200  4,281  

率（％） 2.8  8.4  21.5  26.1  16.3  9.6  5.7  4.9  4.7  100.0  

平成 27年率（％） 2.9  8.7  20.7  28.5  15.4  10.0  5.3  3.4  5.0  100.0  

平成 25年率（％） 4.0  8.6  22.3  29.7  16.2  8.2  4.0  2.7  4.2  100.0  

（注） 回答者数は、Ｑ27及びＱ29で収入・支出の同額者（4,281人） 

 
宿舎入居にかかる敷金・礼金、保証金等の金額（第 10-12 表）は「5 万円未満」と回答した者が 1,705

人（29.9%）と最も多く、次いで、「5 万円以上 10 万円未満」と回答した者が 1,374 人（24.1%）、「なし」

が 1,072 人（18.8%）となっている。 
 
第 10-12 表 宿舎入居にかかる敷金・礼金、保証金等の金額 （Ｑ36参照） 

区分 なし 5万円未満 
5～10万円

未満 

10～20万

円未満 

20～30万

円未満 

30～40万

円未満 

40～50万

円未満 

50万円 

以上 
不明 計 

人数（人） 1,072  1,705  1,374  918  276  95  22  25  217  5,704  

率（％） 18.8  29.9  24.1  16.1  4.8  1.7  0.4  0.4  3.8  100.0  

平成 27年率（％） 19.5  30.0  23.7  16.9  4.7  1.1  0.3  0.3  3.5  100.0  

平成 25年率（％） 19.7  33.5  24.4  14.9  4.0  0.7  0.2  0.2  2.4  100.0  
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 宿舎の形態別の敷金・礼金、保証金等（第 10-13 表）を見ると、「大学・学校の留学生用宿舎」、「大

学・学校の一般学生寮」、「企業の社員寮」、「ホームステイ」は７割以上が敷金・礼金、保証金等が

「なし」又は「5 万円未満」となっている。 

 

 

第 10-13 表 宿舎の形態別の敷金・礼金、保証金等 （Ｑ33(1)・ 36参照） 

区分 なし 
5万円未

満 

5～10万

円未満 

10～20万

円未満 

20～30万

円未満 

30～40万

円未満 

40～50万

円未満 

50万円 

以上 
不明 計 

民間アパート・ 

マンション等 

人数（人） 632  1,161  1,154  849  254  86  20  20  126  4,302  

率（％） 14.7  27.0  26.8  19.7  5.9  2.0  0.5  0.5  2.9  100.0  

大学・学校の 

留学生用宿舎 

人数（人） 156  220  55  16  7  2  0  0  15  471  

率（％） 33.1  46.7  11.7  3.4  1.5  0.4  0.0  0.0  3.2  100.0  

大学・学校の 

一般学生寮 

人数（人） 118  168  59  15  6  2  1  0  14  383  

率（％） 30.8  43.9  15.4  3.9  1.6  0.5  0.3  0.0  3.7  100.0  

県・市・財団法人

の留学生宿舎 

人数（人） 22  36  23  2  2  1  0  1  2  89  

率（％） 24.7  40.4  25.8  2.2  2.2  1.1  0.0  1.1  2.2  100.0  

公営住宅等の 

一般公的宿舎 

人数（人） 18  42  35  19  4  3  1  3  6  131  

率（％） 13.7  32.1  26.7  14.5  3.1  2.3  0.8  2.3  4.6  100.0  

企業の社員寮 
人数（人） 35  21  12  2  0  1  0  0  1  72  

率（％） 48.6  29.2  16.7  2.8  0.0  1.4  0.0  0.0  1.4  100.0  

ホームステイ 
人数（人） 22  10  8  4  0  0  0  0  1  45  

率（％） 48.9  22.2  17.8  8.9  0.0  0.0  0.0  0.0  2.2  100.0  

その他 
人数（人） 65  41  22  7  1  0  0  1  9  146  

率（％） 44.5  28.1  15.1  4.8  0.7  0.0  0.0  0.7  6.2  100.0  

不明 
人数（人） 4  6  6  4  2  0  0  0  43  65  

率（％） 6.2  9.2  9.2  6.2  3.1  0.0  0.0  0.0  66.2  100.0  

合計 

人数（人） 1,072  1,705  1,374  918  276  95  22  25  217  5,704  

率（％） 18.8  29.9  24.1  16.1  4.8  1.7  0.4  0.4  3.8  100.0  

平成 27 年率（％） 19.5  30.0  23.7  16.9  4.7  1.1  0.3  0.3  3.5  100.0  

平成 25 年率（％） 19.7  33.5  24.4  14.9  4.0  0.7  0.2  0.2  2.4  100.0  

 
 宿舎に入居の際の保証人の要否（第 10-14 表）について、「保証人を求められた」と回答した者は、3,168
人で全体の約６割（55.5%）となっている。 
 
第 10-14 表 宿舎に入居の際の保証人の要否 （Ｑ37参照） 

区分 求められた 求められていない 不明 計 

人数（人） 3,168  2,441  95  5,704  
率（％） 55.5  42.8  1.7  100.0  
平成 27年率（％） 57.7  40.8  1.5  100.0  
平成 25年率（％） 59.3  39.3  1.5  100.0  

 
宿舎の形態別の保証人の要否（第 10-15 表）を見ると、「民間のアパート・マンション等」に居住する

学生のうち、６割以上が「保証人を求められた」（2,652 人、61.6%）と回答している。一方、「大学・学

校の留学生用宿舎」、「大学・学校の一般学生寮」、「ホームステイ」に居住する学生では、「保証人を求め

られた」と回答したのはそれぞれ４割以下である。 
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第 10-15 表 宿舎の形態別の保証人の要否 （Ｑ33(1)・37参照） 

区分 

民間アパ

ート・マン

ション等 

大学・学校

の留学生

用宿舎 

大学・学校

の一般 

学生寮 

県・市・ 

財団法人

の留学生 

宿舎 

公営住宅

等の一般

公的宿舎 

企業の 

社員寮 

ホーム 

ステイ 
その他 不明 計 

保証人必要 

人数（人） 2,652  172  136  43  68  31  13  41  12  3,168  

率（％） 61.6  36.5  35.5  48.3  51.9  43.1  28.9  28.1  18.5  55.5  

平成 27年率（％） 63.9  35.7  37.4  54.3  59.3  37.7  30.7  31.0  24.5  57.7  

平成 25年率（％） 65.7  34.1  36.9  49.6  64.9  53.7  23.9  34.1  39.4  59.3  

保証人不要 

人数（人） 1,612  290  245  46  62  40  32  99  15  2,441  

率（％） 37.5  61.6  64.0  51.7  47.3  55.6  71.1  67.8  23.1  42.8  

平成 27年率（％） 35.2  62.5  60.4  44.6  39.3  60.7  66.7  68.3  24.5  40.8  

平成 25年率（％） 33.0  65.1  61.7  48.7  32.5  44.4  76.1  64.3  27.3  39.3  

不明 

人数（人） 38  9  2  0  1  1  0  6  38  95  

率（％） 0.9  1.9  0.5  0.0  0.8  1.4  0.0  4.1  58.5  1.7  

平成 27年率（％） 0.9  1.8  2.2  1.1  1.4  1.6  2.7  0.8  51.0  1.5  

平成 25年率（％） 1.3  0.8  1.4  1.7  2.6  1.9  0.0  1.6  33.3  1.5  

計 
人数（人） 4,302  471  383  89  131  72  45  146  65  5,704  

率（％） 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  100.0  

 
宿舎の保証人の種類（第 10-16 表）は、「大学・学校等（代表者）」と回答した者が 757 人（23.9%）

と最も多く、次いで、「保証人制度を利用する」が 591 人（18.7%）、「日本人の知人」が 551 人（17.4%）、

「親族」が 514 人（16.2%）となっている。 
 
 第 10-16 表 宿舎の保証人の種類                             （Ｑ38参照）   

区分 
大学・学校

（代表者） 

大学・学校 

の指導教員 

国際交流団

体(代表者） 

過去に在籍 

していた 

日本語教育機関 

(代表者・教員) 

日本人の

知人 

日本人以外

の知人 
親族 

保証人制度

を利用する 
その他 不明 計 

人数（人） 757  162  54  85  551  263  514  591  142  49  3,168  

率（％） 23.9  5.1  1.7  2.7  17.4  8.3  16.2  18.7  4.5  1.5  100.0  

平成 27年率（％） 29.0  6.7  1.7  2.5  18.9  5.9  14.3  15.6  4.3  1.1  100.0  

平成 25年率（％） 30.5  6.6  1.7  2.3  21.6  5.2  14.6  15.0  2.1  0.4  100.0  

 （注） 回答者数は、第 10-14表の保証人を必要とする件数（3,168人） 

 
学校までの所要通学時間（第 10-17 表）については、全国平均で｢30 分以内｣が 3,811 人（66.8%）と

最も多く、以下、「1 時間以内」が 1,426 人（25.0%）、「1 時間 30 分以内」が 325 人（5.7%）となって

いる。東京在住では、「30 分以内」が 1,123 人（54.7%）である。 
 

第 10-17 表 学校までの所要通学時間 （Ｑ18・32参照） 

区分 30分以内 １時間以内 
１時間 30分 

以内 
2時間以内 2時間以上 不明 計 

全国平均 

人数（人） 3,811  1,426  325  68  40  34  5,704  

率（％） 66.8  25.0  5.7  1.2  0.7  0.6  100.0  

平成 27年率（％） 67.5  24.1  6.1  1.2  0.5  0.5  100.0  

平成 25年率（％） 64.3  25.6  7.6  1.6  0.6  0.4  100.0  

東京在住 

人数（人） 1,123  731  142  20  20  16  2,052  

率（％） 54.7  35.6  6.9  1.0  1.0  0.8  100.0  

平成 27年率（％） 59.4  31.5  7.3  0.9  0.5  0.4  100.0  

平成 25年率（％） 54.5  33.4  9.2  1.9  0.6  0.5  100.0  
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11. 授業料等の保証人  

 
大学・学校の授業料等の保証人の要否（第 11-1 表）は、「求められた」と回答した者が 3,434 人（60.2%）、

「求められていない」と回答した者が 2,192 人（38.4%）となっており、約６割が保証人を求められてい

る。 
 
第 11-1 表 授業料等の保証人の要否 （Ｑ19参照） 

区分 求められた 求められていない 不明 計 

人数（人） 3,434  2,192  78  5,704  

率（％） 60.2  38.4  1.4  100.0  

平成 27年率（％） 60.5  38.5  1.0  100.0  

平成 25年率（％） 60.0  39.0  1.0  100.0  
 
在籍学校別の保証人要否（第 11-2 表）を見ると、国立大学で保証人を必要としているのは、39.1%（324

人）で、他の区分と比較して割合が低くなっている。 
 
第 11-2 表 在籍学校別の保証人要否 （Ｑ11・12・19参照） 

区分 保証人要 保証人不要 不明 計 

大学 

国立 

人数（人） 324  492  12  828  

率（％） 39.1  59.4  1.4  100.0  

平成 27年率（％） 39.2  59.8  1.1  100.0  

平成 25年率（％） 40.9  58.4  0.7  100.0  

公立 

人数（人） 48  42  2  92  

率（％） 52.2  45.7  2.2  100.0  

平成 27年率（％） 67.2  32.8  0.0  100.0  

平成 25年率（％） 50.7  45.6  3.7  100.0  

私立 

人数（人） 1,157  698  13  1,868  

率（％） 61.9  37.4  0.7  100.0  

平成 27年率（％） 63.6  35.8  0.6  100.0  

平成 25年率（％） 64.9  34.3  0.8  100.0  

大学計 

人数（人） 1,529  1,232  27  2,788  

率（％） 54.8  44.2  1.0  100.0  

平成 27年率（％） 56.7  42.6  0.7  100.0  

平成 25年率（％） 58.0  41.1  0.9  100.0  

短期大学 

人数（人） 23  16  1  40  

率（％） 57.5  40.0  2.5  100.0  

平成 27年率（％） 70.4  29.6  0.0  100.0  

平成 25年率（％） 71.2  25.4  3.4  100.0  

専修学校（専門課程） 

人数（人） 695  497  19  1,211  

率（％） 57.4  41.0  1.6  100.0  

平成 27年率（％） 56.2  42.7  1.1  100.0  

平成 25年率（％） 57.4  42.1  0.5  100.0  

準備教育課程 

人数（人） 65  16  1  82  

率（％） 79.3  19.5  1.2  100.0  

平成 27年率（％） 66.2  32.4  1.4  100.0  

平成 25年率（％） 78.0  22.0  0.0  100.0  

日本語教育機関 

人数（人） 1,122  431  30  1,583  

率（％） 70.9  27.2  1.9  100.0  

平成 27年率（％） 71.0  27.4  1.6  100.0  

平成 25年率（％） 69.3  28.9  1.8  100.0  

計 

人数（人） 3,434  2,192  78  5,704  

率（％） 60.2  38.4  1.4  100.0  

平成 27年率（％） 60.5  38.5  1.0  100.0  

平成 25年率（％） 60.0  39.0  1.0  100.0  
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また、授業料の保証人の種類（第 11-3 表）としては、「親族」が 2,494 人（72.6%）と最も多く、約７

割となっている。次いで、「日本人の知人」が 189 人（5.5%）となっている。 
 

第 11-3 表 授業料の保証人の種類                          （Ｑ20参照） 

区分 
大学・学校

（代表者） 

大学・学校

の指導教員 

国際交流 

団体 

（代表者） 

過去に在籍 

していた 

日本語教育機関 

（代表者・教員） 

日本人の 

知人 

日本人以外

の知人 
親族 その他 不明 計 

人数（人） 188  146  30  69  189  169  2,494  106  43  3,434  

率（％） 5.5  4.3  0.9  2.0  5.5  4.9  72.6  3.1  1.3  100.0  

平成 27年率（％） 6.4  3.8  0.9  2.8  6.3  4.3  71.7  3.0  0.7  100.0  

平成 25年率（％） 5.2  5.3  0.8  3.0  9.8  4.3  68.3  1.9  1.3  100.0  

（注） 回答者数は、第 11-1表の保証人を必要とする件数（3,434人）  
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12. 健康 
 
  大学・学校に入学してからの病気経験の有無とその時の対処の仕方（第 12-1 表）として、「病院に行

った」が 2,503 人（43.9%）と最も多く、次いで、「薬局で薬を買って治した」が 2,493 人（43.7%）、「学

校の保健管理センターや医務室に行った」が 938 人（16.4%）となっている。なお、｢病気やけがをした

ことがない｣が 2,284 人（40.0%）となっている。 
 
第 12-1 表 大学・学校に入学してからの病気経験の有無とその時の対処の仕方（複数回答設問） （Ｑ39参照） 

区分 
病気やけがを 

したことがない 

学校の保健管理

センターや 

医務室に行った 

病院に行った 
薬局で薬を 

買って治した 

病院にも薬局に

も行かないで、

我慢した 

その他 不明 

人数（人） 2,284  938  2,503  2,493  659  98  198  

率（％） 40.0  16.4  43.9  43.7  11.6  1.7  3.5  

平成 27年率（％） 38.8  20.6  56.0  56.7  9.6  1.2  2.5  

平成 25年率（％） 36.5  15.8  46.4  39.1  9.1  1.2  1.7  

 
健康保険加入状況（第 12-2 表）については、5,628 人（98.7%）が何らかの健康保険に加入している

と回答している。 
 
第 12-2 表 健康保険加入状況 （Ｑ40(1)参照） 

区分 
健康保険に 

加入している 

健康保険に 

加入していない 
不明 計 

高等教育機関 
人数（人） 4,082  14  25  4,121  

率（％） 99.1  0.3  0.6  100.0  

日本語教育機関 
人数（人） 1,546  8  29  1,583  

率（％） 97.7  0.5  1.8  100.0  

合計 

人数（人） 5,628  22  54  5,704  

率（％） 98.7  0.4  0.9  100.0  

平成 27年率（％） 97.0  2.2  0.8  100.0  

平成 25年率（％） 97.3  2.5  0.3  100.0  

 
加入している健康保険の種類（第 12-4 表）については、健康保険に加入している学生の 92.1%にあた

る 5,186 人が「（日本の）国民健康保険」に加入しており、その他に、「海外旅行・留学保険」に 504 人

（9.0%）、「所属する機関の健康保険」に 439 人（7.8%）、「親や兄弟、配偶者等の家族が加入している健

康保険」に 290 人（5.2%）が加入している。 

 
第 12-3 表 居住地域別健康保険加入状況 （Ｑ32・40(1)参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 合計 

人数（人） 58  126  3,194  563  867  205  54  561  5,628  

率（％） 1.0  2.2  56.8  10.0  15.4  3.6  1.0  10.0  100.0  

（注） 回答者数は、第 12-2表で健康保健に加入していると回答した人数（5,628人） 
 
第 12-4表 加入している健康保険の種類 （複数回答設問） （Ｑ40(2)参照） 

区分 
（日本の） 

国民健康保険 

海外旅行 

・留学保険 

親や兄弟、配偶者 

等の家族が加入して

いる健康保険 

所属する機関 

の健康保険 
その他 不明 

人数（人） 5,186 504 290 439 59 184 

率（％） 92.1 9.0 5.2 7.8 1.0 3.3 

平成 27年率（％） 95.0  8.3  4.8  6.5  0.8  1.1  

平成 25年率（％） 96.6  4.9  3.1  4.4  0.6  3.4  

（注）率は、第 12-2表の健康保険加入者数（5,628人）を 100 とした割合 
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第 12-5表 居住地域別加入している健康保険の種類 （Ｑ32・40(2)参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 計 

国民健康保険 
人数（人） 54  112  2,939  524  806  195  48  508  5,186  

率（％） 1.0  2.2  56.7  10.1  15.5  3.8  0.9  9.8  100.0  

海外旅行 

・留学保険 

人数（人） 8  28  266  60  75  20  3  44  504  

率（％） 1.6  5.6  52.8  11.9  14.9  4.0  0.6  8.7  100.0  

親や、兄弟、配偶

者等の家族が加入

している健康保険 

人数（人） 5  11  150  27  54  10  5  28  290  

率（％） 1.7  3.8  51.7  9.3  18.6  3.4  1.7  9.7  100.0  

所属する機関 

の健康保険 

人数（人） 7  12  217  46  65  18  8  66  439  

率（％） 1.6  2.7  49.4  10.5  14.8  4.1  1.8  15.0  100.0  

その他 
人数（人） 0  2  28  3  10  4  1  11  59  

率（％） 0.0  3.4  47.5  5.1  16.9  6.8  1.7  18.6  100.0  

不明 
人数（人） 1  6  108  19  21  5  2  22  184  

率（％） 0.5  3.3  58.7  10.3  11.4  2.7  1.1  12.0  100.0  

 
居住地域別国民健康保険の加入率（第 12-6 表）は、全国的に９割以上が加入している。 

 
第 12-6表 居住地域別国民健康保険の加入率 （Ｑ32・40(2)参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 計 

人数（人） 54 112 2,939 524 806 195 48 508 5,186 

率（％） 93.1 88.9 92.0 93.1 93.0 95.1 88.9 90.6 92.1 

（注） 回答者数は、第 12-4表の国民健康保険加入者数（5,186人） 

 
年度別の居住地域別国民健康保険の加入率（第 12-7 表）を見ると、全国的に加入率が低下している。 

 
第 12-7表 年度別の居住地域別国民健康保険の加入率 （年度別比較表） （Ｑ32・40(2)参照） 

区分 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 計 

率 (％) 93.1 88.9 92.0 93.1 93.0 95.1 88.9 90.6 92.1 

平成 27年率（％） 96.1  90.7  95.0  95.5  96.6  92.9  94.6  94.2  95.0  

平成 25年率（％） 99.0  94.6  96.4  96.0  98.1  98.2  96.3  95.1  96.6  

 

 

 

国民健康保険の地域別保険料月額（第 12-8 表）について、全体では「1,000 円以上 1,500 円未満」が

1,658 人（32.0%）と最も多い。居住地域別にみると、中国地方では「2,000 円以上 2,500 円未満」、北海

道地方・中部地方・近畿地方・九州地方では「1,500 円以上 2,000 円未満」、関東地方、四国地方では「1,000
円以上 1,500 円未満」がそれぞれ最も多い。（東北地方では「2,000 円以上 2,500 円未満」、「1,500 円以

上 2,000 円未満」が同数で多い。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41



第 12-8 表 国民健康保険の地域別保険料月額 （Ｑ32・40(3)参照） 

区分 無料 
500円 

未満 

500円 

～1,000 

円未満 

1,000円

～1,500

円未満 

1,500円

～2,000

円未満 

2,000円

～2,500

円未満 

2,500円

～3,000

円未満 

3,000円

～3,500

円未満 

3.500円

以上 
不明 計 

北海道 
人数（人） 4  2  1  9  23  7  1  3  1  3  54 

率（％） 7.4  3.7  1.9  16.7  42.6  13.0  1.9  5.6  1.9  5.6  100 

東北 
人数（人） 5  2  4  18  27  27  7  6  13  3  112 

率（％） 4.5  1.8  3.6  16.1  24.1  24.1  6.3  5.4  11.6  2.7  100 

関東 
人数（人） 35  32  276  1,281  433  169  116  101  431  65  2939 

率（％） 1.2  1.1  9.4  43.6  14.7  5.8  3.9  3.4  14.7  2.2  100 

中部 
人数（人） 8  5  22  119  140  73  44  13  85  15  524 

率（％） 1.5  1.0  4.2  22.7  26.7  13.9  8.4  2.5  16.2  2.9  100 

近畿 
人数（人） 9  2  18  118  265  191  66  33  88  16  806 

率（％） 1.1  0.2  2.2  14.6  32.9  23.7  8.2  4.1  10.9  2.0  100 

中国 
人数（人） 3  4  3  28  47  55  16  6  29  4  195 

率（％） 1.5  2.1  1.5  14.4  24.1  28.2  8.2  3.1  14.9  2.1  100 

四国 
人数（人） 2  0  1  14  6  10  1  0  13  1  48 

率（％） 4.2  0.0  2.1  29.2  12.5  20.8  2.1  0.0  27.1  2.1  100 

九州 
人数（人） 3  4  16  71  243  56  28  16  67  4  508 

率（％） 0.6  0.8  3.1  14.0  47.8  11.0  5.5  3.1  13.2  0.8  100 

計 
人数（人） 69  51  341  1,658  1,184  588  279  178  727  111  5186 

率（％） 1.3  1.0  6.6  32.0  22.8  11.3  5.4  3.4  14.0  2.1  100 

（注） 回答者数は、第 12-4表の国民健康保険加入者数（5,186人） 

 
 また、国民健康保険料負担分布の年度別比較（第 12-9 表）を見ると、国民健康保険料が、「1,500 円以

上 2,000 円未満」、「2,500 円以上 3,000 円未満」、「3,500 円以上」の割合がやや上昇している。 
 
第 12-9表 国民健康保険料負担分布の年度別比較表 （Ｑ40(2)・(3)参照） 

区分 無料 
500円

未満 

500円

～

1,000

円未満 

1,000

円～

1,500

円未満 

無料～

1,500

円未満 

1,500

円～

2,000

円未満 

2,000

円～

2,500

円未満 

2,500

円～

3,000

円未満 

3,000

円～

3,500

円未満 

3.500

円 

以上 

不明 計 

平成 29年 
人数（人） 69  51  341  1,658  2,119  1,184  588  279  178  727  111  5,186  

率（％） 1.3  1.0  6.6  32.0  40.9  22.8  11.3  5.4  3.4  14.0  2.1  100  

平成 27年 
人数（人） 118  73  483  1,800  2,474  1,218  674  236  192  633  138  5,565  

率（％） 2.1  1.3  8.7  32.3  44.5  21.9  12.1  4.2  3.5  11.4  2.5  100.0  

平成 25年 
人数（人） 79  86  488  1,810  2,463  1,279  737  291  193  677  75  5,715  

率（％） 1.4  1.5  8.5  31.7  43.1  22.4  12.9  5.1  3.4  11.8  1.3  100.0  

（注） 回答者数は、第 12-4表の国民健康保険加入者数（5,186人） 

 
 
 
第 12-10 表 健康保険未加入の理由 （Ｑ41参照） 

区分 
保険料が 

高すぎる 

保険が必要 

だと思わない 

国民健康保険への 

加入の仕方が 

わからない 

その他 不明 計 

人数（人） 3  1  0  3  15  22  

率（％） 13.6  4.5  0.0  13.6  68.2  100.0  

平成 27年率（％） 45.4  20.0  21.5  4.6  8.5  100.0  

平成 25年率（％） 38.7  36.0  9.3  10.0  6.0  100.0  

（注）回答者数は、第 12-2表の健康保険未加入者数（22人） 
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13.卒業後の進路希望等 

 
 卒業後の進路希望（第 13-1 表）として、「日本において就職希望」と回答した者が 3,682 人（64.6%）

で最も多く、次いで、「日本において進学希望」が 2,940 人（51.5%）となっている。 
 
第 13-1 表 卒業後の進路希望 （全体） （複数回答設問） （Ｑ42参照） 

区分 
日本におい

て進学希望 

日本におい

て就職希望 

日本におい

て起業希望 

出身国におい

て進学希望 

出身国にお

いて就職・ 

起業希望 

日本・出身国 

以外の国にお

いて進学希望 

日本・出身国 

以外の国におい

て就職・起業希望 

まだ決めて 

いない 
不明 

集計 pt 7,981 9,978 1,013 621 2,204 633 434 638 － 

集計 pt 率（％） 34.0 42.5 4.3 2.6 9.4 2.7 1.8 2.7 － 

人数（人） 2,940 3,682 605 323 1,052 353 297 299 57 

率（％） 51.5 64.6 10.6 5.7 18.4 6.2 5.2 5.2 1.0 

平成 27年率（％） 50.4  63.6  10.8  5.3  20.0  5.9  5.8  6.0  0.8  

平成 25年率（％） 45.2  65.0  8.7  3.4  26.4  5.7  4.0  4.0  0.3  
（注）集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 
 
 在籍段階別卒業後の進路希望（第 13-2 表）を見ると、「大学院博士課程・博士後期課程」、「大学院修

士課程・博士前期課程」、「専門職大学院課程」、「大学院レベルの研究生」、「学部正規課程」、「学部レベ

ルの研究生・聴講生」、「短期大学」、「専修学校（専門課程）」、では、「日本において就職を希望」が最も

多く、「準備教育課程」、「日本語教育機関」では、「日本において進学希望」が最も多い回答となってい

る。 
 
 
 専攻分野別卒業後の進路希望（第 13-3 表）を見ると、「日本語」では、「日本において進学希望」が最

も多く、それ以外の分野では、「日本において就職希望」が最も多い。 
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第 13-2 表 在籍段階別卒業後の進路希望 （複数回答設問） （Ｑ12・42参照） 

区分 
日本におい

て進学希望 

日本におい

て就職希望 

日本におい

て起業希望 

出身国に 

おいて 

進学希望 

出身国にお

いて就職・ 

起業希望 

日本・出身国

以外の国にお

いて進学希望 

日本・出身国

以外の国にお

いて就職・ 

起業希望 

まだ決めて

いない 
不明 

大学院博士課程 

・博士後期課程 

集計 pt 155 503 30 80 421 54 54 92 － 

集計 pt率(％) 11.2 36.2 2.2 5.8 30.3 3.9 3.9 6.6 － 

人数（人） 61 189 18 34 167 30 32 36 2 

率（％） 18.2 56.3 5.4 10.1 49.7 8.9 9.5 10.7 0.6 

大学院修士課程 

・博士前期課程 

集計 pt 514 1,154 87 86 453 80 52 95 － 

集計 pt率(％) 20.4 45.8 3.5 3.4 18.0 3.2 2.1 3.8 － 

人数（人） 194 416 44 42 197 44 35 47 3 

率（％） 31.3 67.2 7.1 6.8 31.8 7.1 5.7 7.6 0.5 

専門職大学院 

課程 

集計 pt 42 109 16 9 32 2 5 7 － 

集計 pt率(％) 18.9 49.1 7.2 4.1 14.4 0.9 2.3 3.2 － 

人数（人） 15 40 8 4 14 2 4 4 0 

率（％） 28.8 76.9 15.4 7.7 26.9 3.8 7.7 7.7 0.0 

大学院レベルの 

研究生 

集計 pt 38 86 5 6 33 7 6 2 － 

集計 pt率(％) 20.8 47.0 2.7 3.3 18.0 3.8 3.3 1.1 － 

人数（人） 15 31 4 3 15 4 4 2 0 

率（％） 36.6 75.6 9.8 7.3 36.6 9.8 9.8 4.9 0.0 

学部正規課程 

集計 pt 1,686 2,901 339 199 631 341 163 217 － 

集計 pt率(％) 26.0 44.8 5.2 3.1 9.7 5.3 2.5 3.4 － 

人数（人） 635 1,067 189 102 313 177 106 106 6 

率（％） 41.9 70.5 12.5 6.7 20.7 11.7 7.0 7.0 0.4 

学部レベルの 

研究生・聴講生 

集計 pt 50 104 13 14 24 4 3 4 － 

集計 pt率(％) 23.1 48.1 6.0 6.5 11.1 1.9 1.4 1.9 － 

人数（人） 19 37 7 6 12 2 3 2 0 

率（％） 37.3 72.5 13.7 11.8 23.5 3.9 5.9 3.9 0.0 

短期大学 

集計 pt 40 94 9 3 14 3 2 1 － 

集計 pt率(％) 24.1 56.6 5.4 1.8 8.4 1.8 1.2 0.6 － 

人数（人） 15 33 4 2 8 3 2 1 0 

率（％） 37.5 82.5 10.0 5.0 20.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

専修学校 

（専門課程） 

集計 pt 1,413 2,522 280 85 243 56 72 102 － 

集計 pt率(％) 29.6 52.8 5.9 1.8 5.1 1.2 1.5 2.1 － 

人数（人） 519 906 165 52 138 33 54 46 14 

率（％） 43.5 75.9 13.8 4.4 11.6 2.8 4.5 3.9 1.2 

準備教育課程 

集計 pt 196 92 9 10 21 6 1 2 － 

集計 pt率(％) 58.2 27.3 2.7 3.0 6.2 1.8 0.3 0.6 － 

人数（人） 69 38 6 6 11 3 1 1 0 

率（％） 84.1 46.3 7.3 7.3 13.4 3.7 1.2 1.2 0.0 

日本語教育機関 

集計 pt 3,557 1,986 176 87 268 62 62 100 － 

集計 pt率(％) 56.5 31.5 2.8 1.4 4.3 1.0 1.0 1.6 － 

人数（人） 1,288 769 128 50 145 44 45 47 27 

率（％） 82.8 49.5 8.2 3.2 9.3 2.8 2.9 3.0 1.7 

その他 

集計 pt 290 427 49 42 64 18 14 16 － 

集計 pt率(％) 31.5 46.4 5.3 4.6 7.0 2.0 1.5 1.7 － 

人数（人） 110 156 32 22 32 11 11 7 5 

率（％） 50.0 70.9 14.5 10.0 14.5 5.0 5.0 3.2 2.3 

合計 

集計 pt 7,981 9,978 1,013 621 2,204 633 434 638 － 

集計 pt率(％) 34.0 42.5 4.3 2.6 9.4 2.7 1.8 2.7 － 

人数（人） 2,940  3,682  605  323  1,052  353  297  299  57  

率（％） 51.5  64.6  10.6  5.7  18.4  6.2  5.2  5.2  1.0  
（注） 1．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

2．率は、第 1-4表の在籍段階別の回答者数を 100 とした割合 
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第 13-3 表 専攻分野別卒業後の進路希望 （複数回答設問） （Ｑ16・42参照） 

区分 
日本におい

て進学希望 

日本におい

て就職希望 

日本におい

て起業希望 

出身国に 

おいて 

進学希望 

出身国にお

いて就職・

起業希望 

日本・出身国

以外の国にお

いて進学希望 

日本・出身国 

以外の国にお

いて就職・ 

起業希望 

まだ決めて

いない 
不明 

人文科学 

集計 pt 382 771 57 74 239 48 62 56 － 

集計 pt率(％) 22.6 45.6 3.4 4.4 14.2 2.8 3.7 3.3 － 

人数（人） 141 286 32 34 108 26 37 28 4 

率（％） 34.3 69.6 7.8 8.3 26.3 6.3 9.0 6.8 1.0 

社会科学 

集計 pt 1,117 2,505 284 131 613 172 109 158 － 

集計 pt率(％) 21.9 49.2 5.6 2.6 12.0 3.4 2.1 3.1 － 

人数（人） 421 904 155 70 287 94 76 77 7 

率（％） 34.3 73.7 12.6 5.7 23.4 7.7 6.2 6.3 0.6 

理学 

集計 pt 211 248 25 38 66 52 24 37 － 

集計 pt率(％) 30.1 35.4 3.6 5.4 9.4 7.4 3.4 5.3 － 

人数（人） 80 94 14 17 31 26 15 17 0 

率（％） 50.6 59.5 8.9 10.8 19.6 16.5 9.5 10.8 0.0 

工学 

集計 pt 659 1,210 102 68 312 102 42 56 － 

集計 pt率(％) 25.8 47.4 4.0 2.7 12.2 4.0 1.6 2.2 － 

人数（人） 245 448 62 33 142 56 27 27 1 

率（％） 40.0 73.1 10.1 5.4 23.2 9.1 4.4 4.4 0.2 

農学 

集計 pt 111 126 18 26 57 22 18 23 － 

集計 pt率(％) 27.7 31.4 4.5 6.5 14.2 5.5 4.5 5.7 － 

人数（人） 42 48 10 13 26 12 12 10 1 

率（％） 46.7 53.3 11.1 14.4 28.9 13.3 13.3 11.1 1.1 

医・歯学 

集計 pt 46 103 5 24 63 25 7 23 － 

集計 pt率(％) 15.5 34.8 1.7 8.1 21.3 8.4 2.4 7.8 － 

人数（人） 18 40 4 12 27 14 5 9 1 

率（％） 27.3 60.6 6.1 18.2 40.9 21.2 7.6 13.6 1.5 

薬学 

集計 pt 27 31 1 0 14 1 1 0 － 

集計 pt率(％) 36.0 41.3 1.3 0.0 18.7 1.3 1.3 0.0 － 

人数（人） 11 11 1 0 5 1 1 0 0 

率（％） 57.9 57.9 5.3 0.0 26.3 5.3 5.3 0.0 0.0 

家政 

集計 pt 101 201 32 15 34 14 9 8 － 

集計 pt率(％) 24.4 48.6 7.7 3.6 8.2 3.4 2.2 1.9 － 

人数（人） 38 71 18 10 21 6 6 4 2 

率（％） 39.2 73.2 18.6 10.3 21.6 6.2 6.2 4.1 2.1 

教育 

集計 pt 163 195 9 18 91 13 9 18 － 

集計 pt率(％) 31.6 37.8 1.7 3.5 17.6 2.5 1.7 3.5 － 

人数（人） 58 75 4 9 39 8 9 7 0 

率（％） 46.8 60.5 3.2 7.3 31.5 6.5 7.3 5.6 0.0 

日本語 

集計 pt 4,511 2,778 266 149 409 87 85 145 － 

集計 pt率(％) 53.5 33.0 3.2 1.8 4.9 1.0 1.0 1.7 － 

人数（人） 1,634 1,066 187 82 217 59 64 65 35 

率（％） 78.4 51.2 9.0 3.9 10.4 2.8 3.1 3.1 1.7 

その他 

集計 pt 653 1,810 214 78 306 97 68 114 － 

集計 pt率(％) 19.6 54.2 6.4 2.3 9.2 2.9 2.0 3.4 － 

人数（人） 252 639 118 43 149 51 45 55 6 

率（％） 30.8 78.2 14.4 5.3 18.2 6.2 5.5 6.7 0.7 

計 

集計 pt 7,981 9,978 1,013 621 2,204 633 434 638 － 

集計 pt率(％) 34.0  42.5  4.3  2.6  9.4  2.7  1.8  2.7  － 

人数（人） 2,940  3,682  605  323  1,052  353  297  299  57  

率（％） 51.5  64.6  10.6  5.7  18.4  6.2  5.2  5.2  1.0  
（注） 1．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 

集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

2．率は、第 1-5表の専攻分野別の回答者数を 100 とした割合 
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「日本において就職希望」回答者の就職希望職種（第13-4表）としては、「海外業務」が1,242人（33.7%）

で最も多く、次いで「翻訳・通訳」が 1,193 人（32.4%）、「貿易業務」909 人（24.7%）となっている。 
 
第 13-4表 「日本において就職希望」回答者の就職希望職種 （複数回答設問） （Ｑ44(1)参照） 

区分 
翻訳 

通訳 
海外業務 貿易業務 調査研究 教育 

販売 

営業 

経営 

管理業務 
技術開発 情報処理 設計 その他 不明 

集計 pt 3,102 2,883 1,907 917 1,030 1,668 1,667 1,651 787 974 813 － 

集計 pt 率（％） 17.8 16.6 11.0 5.3 5.9 9.6 9.6 9.5 4.5 5.6 4.7 － 

人数（人） 1,193 1,242 909 400 499 813 903 683 423 454 328 156 

率（％） 32.4 33.7 24.7 10.9 13.6 22.1 24.5 18.5 11.5 12.3 8.9 4.2 

平成 27年率（％） 33.8  37.2  30.4  9.4  13.9  22.5  24.5  18.8  9.4  11.4  8.6  1.3  

平成 25年率（％） 28.2  38.5  32.8  8.6  11.4  20.3  23.9  15.2  8.9  10.9  7.8  3.1  

（注） 1．回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 
学年別日本語能力取得状況（第 13-5 表と第 13-6 表）を比較すると、「日本において就職希望」回答者、

「日本において就職希望」回答者以外とも、「N1」が一番多く、それぞれ 1,126 人（31.3%）、617 人（32.0%）

となっている。 
 

第 13-5 表 「日本において就職希望」回答者の学年別日本語能力取得状況（全体）     （Ｑ13・14・42参照） 

区分 J1+ J1 J2 J3 J4 J5 N1 N2 N3 N4 N5 
取得して

いない 

1年生 
人数（人） 6 9 10 12 7 5 271 308 145 29 40 207 

率（％） 0.6 0.9 1.0 1.1 0.7 0.5 25.8 29.4 13.8 2.8 3.8 19.7 

2年生 
人数（人） 6 10 15 11 7 6 316 461 223 32 36 169 

率（％） 0.5 0.8 1.2 0.9 0.5 0.5 24.5 35.7 17.3 2.5 2.8 13.1 

3年生 
人数（人） 2 4 7 1 5 3 160 126 19 6 4 52 

率（％） 0.5 1.0 1.8 0.3 1.3 0.8 41.1 32.4 4.9 1.5 1.0 13.4 

4年生 
人数（人） 0 8 5 3 1 0 130 57 13 2 0 24 

率（％） 0.0 3.3 2.1 1.2 0.4 0.0 53.5 23.5 5.3 0.8 0.0 9.9 

5年生 
人数（人） 2 2 0 0 1 0 4 1 0 1 0 2 

率（％） 15.4 15.4 0.0 0.0 7.7 0.0 30.8 7.7 0.0 7.7 0.0 15.4 

6年生 
人数（人） 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 

率（％） 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 

修士 1年生 
人数（人） 0 0 3 1 1 0 78 39 10 2 4 30 

率（％） 0.0 0.0 1.8 0.6 0.6 0.0 46.4 23.2 6.0 1.2 2.4 17.9 

修士 2年生 
人数（人） 0 5 1 0 2 0 92 35 9 2 1 25 

率（％） 0.0 2.9 0.6 0.0 1.2 0.0 53.5 20.3 5.2 1.2 0.6 14.5 

博士 1年生 
人数（人） 2 0 0 0 0 0 17 1 3 1 1 32 

率（％） 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.8 1.8 5.3 1.8 1.8 56.1 

博士 2年生 
人数（人） 0 0 0 0 0 0 11 5 3 0 0 12 

率（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.5 16.1 9.7 0.0 0.0 38.7 

博士 3年生 
人数（人） 0 0 0 0 0 0 14 8 4 2 1 8 

率（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 37.8 21.6 10.8 5.4 2.7 21.6 

研究生・ 

聴講生等 

人数（人） 0 0 0 0 0 0 4 7 4 0 0 4 

率（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 21.1 36.8 21.1 0.0 0.0 21.1 

その他 
人数（人） 2 2 1 1 0 0 29 40 20 4 2 24 

率（％） 1.6 1.6 0.8 0.8 0.0 0.0 23.2 32.0 16.0 3.2 1.6 19.2 

計 
人数（人） 20 40 42 30 24 14 1,126 1,089 454 81 89 589 

率（％） 0.6 1.1 1.2 0.8 0.7 0.4 31.3 30.3 12.6 2.3 2.5 16.4 

（注）回答者数は、第 13-1表で日本において就職希望と回答した人数のうち有効回答した人数 
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第 13-6 表 「日本において就職希望」回答者以外の学年別日本語能力取得状況（全体） （Ｑ13・14・42参照） 

区分 J1+ J1 J2 J3 J4 J5 N1 N2 N3 N4 N5 
取得して

いない 

1年生 
人数（人） 3  5  8  2  2  3  144  123  44  21  30  107  

率（％） 0.6  1.0  1.6  0.4  0.4  0.6  29.3  25.0  8.9  4.3  6.1  21.7  

2年生 
人数（人） 2  4  3  2  2  3  187  274  136  18  27  107  

率（％） 0.3  0.5  0.4  0.3  0.3  0.4  24.4  35.8  17.8  2.4  3.5  14.0  

3年生 
人数（人） 1  0  3  0  2  1  61  37  9  3  2  33  

率（％） 0.7  0.0  2.0  0.0  1.3  0.7  40.1  24.3  5.9  2.0  1.3  21.7  

4年生 
人数（人） 0  0  2  0  1  0  82  22  3  0  1  15  

率（％） 0.0  0.0  1.6  0.0  0.8  0.0  65.1  17.5  2.4  0.0  0.8  11.9  

5年生 
人数（人） 0  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

率（％） 0.0  0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

6年生 
人数（人） 0  0  0  0  0  0  0  1  1  0  0  1  

率（％） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  33.3  33.3  0.0  0.0  33.3  

修士 1年生 
人数（人） 1  1  0  1  0  0  31  5  2  3  0  17  

率（％） 1.6  1.6  0.0  1.6  0.0  0.0  50.8  8.2  3.3  4.9  0.0  27.9  

修士 2年生 
人数（人） 1  1  0  0  1  0  43  11  3  1  1  30  

率（％） 1.1  1.1  0.0  0.0  1.1  0.0  46.7  12.0  3.3  1.1  1.1  32.6  

博士 1年生 
人数（人） 0  0  0  0  1  0  8  3  0  0  0  19  

率（％） 0.0  0.0  0.0  0.0  3.2  0.0  25.8  9.7  0.0  0.0  0.0  61.3  

博士 2年生 
人数（人） 1  1  0  0  0  0  8  2  1  4  0  25  

率（％） 2.4  2.4  0.0  0.0  0.0  0.0  19.0  4.8  2.4  9.5  0.0  59.5  

博士 3年生 
人数（人） 0  1  0  0  0  0  8  4  3  0  0  9  

率（％） 0.0  4.0  0.0  0.0  0.0  0.0  32.0  16.0  12.0  0.0  0.0  36.0  

研究生・ 

聴講生等 

人数（人） 0  0  0  1  0  0  4  7  0  0  0  3  

率（％） 0.0  0.0  0.0  6.7  0.0  0.0  26.7  46.7  0.0  0.0  0.0  20.0  

その他 
人数（人） 0  1  2  2  0  2  41  39  10  3  3  20  

率（％） 0.0  0.8  1.6  1.6  0.0  1.6  33.3  31.7  8.1  2.4  2.4  16.3  

計 
人数（人） 9  14  19  8  9  9  617  528  212  53  64  386  

率（％） 0.5  0.7  1.0  0.4  0.5  0.5  32.0  27.4  11.0  2.7  3.3  20.0  

（注）回答者数は、第 13-1表で日本において就職希望と回答した人数以外のうち有効回答した人数 

 
 
 
学年別日本語能力取得予定（第 13-7 表と第 13-8 表）を比較すると、学年別日本語能力取得状況と同

様、「日本において就職希望」回答者、「日本において就職希望」回答者以外とも、「N1」が一番多く、そ

れぞれ 1,588 人（44.2%）、719 人（37.4%）となっている。 
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第 13-7表 「日本において就職希望」回答者の学年別日本語能力取得予定（全体）     （Ｑ13・15・42参照） 

区分 J1+ J1 J2 J3 J4 J5 N1 N2 N3 N4 N5 
取得して

いない 

1年生 
人数（人） 73  31  13  6  0  0  480  194  31  4  3  217  

率（％） 6.9  2.9  1.2  0.6  0.0  0.0  45.6  18.4  2.9  0.4  0.3  20.6  

2年生 
人数（人） 69  41  17  5  1  1  646  213  20  2  4  268  

率（％） 5.4  3.2  1.3  0.4  0.1  0.1  50.2  16.6  1.6  0.2  0.3  20.8  

3年生 
人数（人） 37  20  5  0  1  3  169  35  3  0  0  111  

率（％） 9.6  5.2  1.3  0.0  0.3  0.8  44.0  9.1  0.8  0.0  0.0  28.9  

4年生 
人数（人） 28  9  2  0  0  0  77  10  3  1  0  112  

率（％） 11.6  3.7  0.8  0.0  0.0  0.0  31.8  4.1  1.2  0.4  0.0  46.3  

5年生 
人数（人） 3  0  0  1  0  0  4  3  0  0  0  2  

率（％） 23.1  0.0  0.0  7.7  0.0  0.0  30.8  23.1  0.0  0.0  0.0  15.4  

6年生 
人数（人） 0  1  0  0  0  0  1  1  0  0  0  0  

率（％） 0.0  33.3  0.0  0.0  0.0  0.0  33.3  33.3  0.0  0.0  0.0  0.0  

修士 1年生 
人数（人） 18  5  2  0  0  1  57  15  8  2  0  60  

率（％） 10.7  3.0  1.2  0.0  0.0  0.6  33.9  8.9  4.8  1.2  0.0  35.7  

修士 2年生 
人数（人） 10  5  3  1  0  1  49  10  6  1  2  85  

率（％） 5.8  2.9  1.7  0.6  0.0  0.6  28.3  5.8  3.5  0.6  1.2  49.1  

博士 1年生 
人数（人） 3  1  2  0  1  1  18  3  4  1  1  22  

率（％） 5.3  1.8  3.5  0.0  1.8  1.8  31.6  5.3  7.0  1.8  1.8  38.6  

博士 2年生 
人数（人） 4  2  0  1  0  0  6  2  4  0  1  10  

率（％） 13.3  6.7  0.0  3.3  0.0  0.0  20.0  6.7  13.3  0.0  3.3  33.3  

博士 3年生 
人数（人） 2  0  0  0  0  0  10  8  2  0  1  14  

率（％） 5.4  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  27.0  21.6  5.4  0.0  2.7  37.8  

研究生・ 

聴講生等 

人数（人） 0  1  0  0  0  0  7  5  0  0  0  6  

率（％） 0.0  5.3  0.0  0.0  0.0  0.0  36.8  26.3  0.0  0.0  0.0  31.6  

その他 
人数（人） 2  3  1  0  0  0  64  18  7  0  0  29  

率（％） 1.6  2.4  0.8  0.0  0.0  0.0  51.6  14.5  5.6  0.0  0.0  23.4  

計 
人数（人） 249  119  45  14  3  7  1,588  517  88  11  12  936  

率（％） 6.9  3.3  1.3  0.4  0.1  0.2  44.2  14.4  2.5  0.3  0.3  26.1  

（注）回答者数は、第 13-1表で日本において就職希望と回答した人数のうち有効回答した人数 
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第 13-8表 「日本において就職希望」回答者以外の学年別日本語能力取得予定（全体） （Ｑ13・15・42参照） 

区分 J1+ J1 J2 J3 J4 J5 N1 N2 N3 N4 N5 
取得して

いない 

1年生 
人数（人） 38  14  5  7  1  0  182  89  18  8  2  127  

率（％） 7.7  2.9  1.0  1.4  0.2  0.0  37.1  18.1  3.7  1.6  0.4  25.9  

2年生 
人数（人） 24  13  6  3  0  0  353  130  25  3  3  202  

率（％） 3.1  1.7  0.8  0.4  0.0  0.0  46.3  17.1  3.3  0.4  0.4  26.5  

3年生 
人数（人） 8  6  0  1  0  0  60  10  2  1  1  63  

率（％） 5.3  3.9  0.0  0.7  0.0  0.0  39.5  6.6  1.3  0.7  0.7  41.4  

4年生 
人数（人） 14  5  1  0  0  0  28  3  2  0  0  73  

率（％） 11.1  4.0  0.8  0.0  0.0  0.0  22.2  2.4  1.6  0.0  0.0  57.9  

5年生 
人数（人） 0  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  0  

率（％） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  100.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

6年生 
人数（人） 0  0  0  0  0  0  2  1  0  0  0  0  

率（％） 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  66.7  33.3  0.0  0.0  0.0  0.0  

修士 1年生 
人数（人） 3  1  1  0  1  0  12  7  4  1  1  30  

率（％） 4.9  1.6  1.6  0.0  1.6  0.0  19.7  11.5  6.6  1.6  1.6  49.2  

修士 2年生 
人数（人） 3  4  2  0  0  1  15  10  6  0  1  50  

率（％） 3.3  4.3  2.2  0.0  0.0  1.1  16.3  10.9  6.5  0.0  1.1  54.3  

博士 1年生 
人数（人） 3  0  0  0  0  0  6  2  2  1  2  15  

率（％） 9.7  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  19.4  6.5  6.5  3.2  6.5  48.4  

博士 2年生 
人数（人） 2  1  0  0  0  0  3  6  4  1  1  24  

率（％） 4.8  2.4  0.0  0.0  0.0  0.0  7.1  14.3  9.5  2.4  2.4  57.1  

博士 3年生 
人数（人） 3  2  0  0  0  0  5  2  1  1  0  11  

率（％） 12.0  8.0  0.0  0.0  0.0  0.0  20.0  8.0  4.0  4.0  0.0  44.0  

研究生・ 

聴講生等 

人数（人） 0  1  1  0  0  0  8  0  0  0  0  4  

率（％） 0.0  7.1  7.1  0.0  0.0  0.0  57.1  0.0  0.0  0.0  0.0  28.6  

その他 
人数（人） 7  4  0  0  2  0  45  18  3  0  0  44  

率（％） 5.7  3.3  0.0  0.0  1.6  0.0  36.6  14.6  2.4  0.0  0.0  35.8  

計 
人数（人） 105  51  16  11  4  1  719  279  67  16  11  643  

率（％） 5.5  2.7  0.8  0.6  0.2  0.1  37.4  14.5  3.5  0.8  0.6  33.4  

（注）回答者数は、第 13-1表で日本において就職希望と回答した人数以外のうち有効回答した人数 

 
 在籍段階別日本での就職希望職種（第 13-10 表）を見ると、「大学院博士課程・博士後期課程」は、「調

査研究」が最も多く、次いで「教育」、「技術開発」と専門知識を活かせると思われる分野をあげている。

「大学院修士課程・博士前期課程」、「専門職員大学院課程」、「大学院レベルの研究生」、「学部正規課程」、

「学部レベルの研究生・聴講生」では、「海外業務」が最も多く、「準備教育課程」では、「経営・管理業

務」が最も多く、他の在籍段階では、「翻訳・通訳」が最も多い回答となっている。 
 
第 13-9 表 在籍段階別の「日本において就職希望」回答者 （Ｑ12・42参照） 

区分 

大学院 

博士課程

博士後期

課程 

大学院 

修士課程

博士前期

課程 

専門職大

学院課程 

大学院 

レベルの 

研究生 

学部正規

課程 

学部 

レベルの 

研究生 

聴講生 

短期大学 
専修学校

(専門課程) 

準備教育

課程 

日本語 

教育機関 
その他 計 

人数（人） 189 416 40 31 1,067 37 33 906 38 769 156 3,682 

率（％） 5.1 11.3 1.1 0.8 29.0 1.0 0.9 24.6 1.0 20.9 4.2 100.0 
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第 13-10 表 在籍段階別日本での就職希望職種 （複数回答設問）  （Ｑ12・44(1) 参照） 

区分 
翻訳 

通訳 

海外 

業務 

貿易 

業務 

調査 

研究 
教育 

販売 

営業 

経営 

管理業務 

技術 

開発 

情報 

処理 
設計 その他 不明 

大学院博士 

課程 

・博士後期課程 

集計 pt 71  94  31  271  208  4  22  131  16  24  19  － 

集計pt率(％) 8.0  10.5  3.5  30.4  23.3  0.4  2.5  14.7  1.8  2.7  2.1  － 

人数（人） 34  40  18  104  88  2  13  64  12  16  9  7  

率（％） 18.0  21.2  9.5  55.0  46.6  1.1  6.9  33.9  6.3  8.5  4.8  3.7  

大学院修士 

課程 

・博士前期課程 

集計 pt 211  410  202  225  162  109  212  266  103  101  68  － 

集計pt率(％) 10.2  19.8  9.8  10.9  7.8  5.3  10.2  12.9  5.0  4.9  3.3  － 

人数（人） 90  178  97  96  78  52  113  104  59  50  27  12  

率（％） 21.6  42.8  23.3  23.1  18.8  12.5  27.2  25.0  14.2  12.0  6.5  2.9  

専門職大学院 

課程 

集計 pt 30  48  24  7  5  17  20  15  7  2  9  － 

集計pt率(％) 16.3  26.1  13.0  3.8  2.7  9.2  10.9  8.2  3.8  1.1  4.9  － 

人数（人） 12  19  11  4  3  10  10  6  3  1  3  2  

率（％） 30.0  47.5  27.5  10.0  7.5  25.0  25.0  15.0  7.5  2.5  7.5  5.0  

大学院レベル

の 

研究生 

集計 pt 36  47  15  8  8  8  11  13  7  4  1  － 

集計pt率(％) 22.8  29.7  9.5  5.1  5.1  5.1  7.0  8.2  4.4  2.5  0.6  － 

人数（人） 14  21  7  3  5  5  8  5  5  2  1  2  

率（％） 45.2  67.7  22.6  9.7  16.1  16.1  25.8  16.1  16.1  6.5  3.2  6.5  

学部正規課程 

集計 pt 866  1,156  727  166  203  470  619  427  216  250  204  － 

集計pt率(％) 16.3  21.8  13.7  3.1  3.8  8.9  11.7  8.1  4.1  4.7  3.8  － 

人数（人） 355  493  344  80  108  243  329  173  117  120  83  40  

率（％） 33.3  46.2  32.2  7.5  10.1  22.8  30.8  16.2  11.0  11.2  7.8  3.7  

学部レベルの 

研究生・聴講生 

集計 pt 43  43  32  3  7  21  16  9  7  3  4  － 

集計pt率(％) 22.9  22.9  17.0  1.6  3.7  11.2  8.5  4.8  3.7  1.6  2.1  － 

人数（人） 16  19  15  1  5  10  9  4  3  1  2  0  

率（％） 43.2  51.4  40.5  2.7  13.5  27.0  24.3  10.8  8.1  2.7  5.4  0.0  

短期大学 

集計 pt 50  16  16  0  5  20  6  16  4  3  11  － 

集計pt率(％) 34.0  10.9  10.9  0.0  3.4  13.6  4.1  10.9  2.7  2.0  7.5  － 

人数（人） 18  8  10  0  3  9  3  6  3  1  4  1  

率（％） 54.5  24.2  30.3  0.0  9.1  27.3  9.1  18.2  9.1  3.0  12.1  3.0  

専修学校 

（専門課程） 

集計 pt 954  461  388  97  151  605  331  395  243  324  226  － 

集計pt率(％) 22.9  11.0  9.3  2.3  3.6  14.5  7.9  9.5  5.8  7.8  5.4  － 

人数（人） 346  207  182  47  81  276  187  160  119  146  91  23  

率（％） 38.2  22.8  20.1  5.2  8.9  30.5  20.6  17.7  13.1  16.1  10.0  2.5  

準備教育課程 

集計 pt 22  31  18  5  5  19  26  18  18  15  8  － 

集計pt率(％) 11.9  16.8  9.7  2.7  2.7  10.3  14.1  9.7  9.7  8.1  4.3  － 

人数（人） 11  12  9  2  2  8  13  7  10  6  4  2  

率（％） 28.9  31.6  23.7  5.3  5.3  21.1  34.2  18.4  26.3  15.8  10.5  5.3  

日本語教育機関 

集計 pt 656  451  388  123  235  315  347  328  144  208  214  － 

集計pt率(％) 19.2  13.2  11.4  3.6  6.9  9.2  10.2  9.6  4.2  6.1  6.3  － 

人数（人） 238  191  181  56  104  157  189  140  81  93  86  54  

率（％） 30.9  24.8  23.5  7.3  13.5  20.4  24.6  18.2  10.5  12.1  11.2  7.0  

その他 

集計 pt 163  126  66  12  41  80  57  33  22  40  49  － 

集計pt率(％) 23.7  18.3  9.6  1.7  6.0  11.6  8.3  4.8  3.2  5.8  7.1  － 

人数（人） 59  54  35  7  22  41  29  14  11  18  18  13  

率（％） 37.8  34.6  22.4  4.5  14.1  26.3  18.6  9.0  7.1  11.5  11.5  8.3  

計 

集計 pt 3,102  2,883  1,907  917  1,030  1,668  1,667  1,651  787  974  813  － 

集計pt率(％) 17.8  16.6  11.0  5.3  5.9  9.6  9.6  9.5  4.5  5.6  4.7  － 

人数（人） 1,193  1,242  909  400  499  813  903  683  423  454  328  156  

率（％） 32.4  33.7  24.7  10.9  13.6  22.1  24.5  18.5  11.5  12.3  8.9  4.2  

（注） 1．回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

3．率は、第 13-9表の在学段階別の回答者数を 100 とした割合 
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第 13-11 表 専攻区分別おける「日本において就職希望」回答者の 構成比率及び割合    （Ｑ16・42参照） 

区分 
人文 

科学 

社会 

科学 
理学 工学 農学 医・歯学 薬学 家政 教育 日本語 その他 計 

希望者数（人） 286  904  94  448  48  40  11  71  75  1,066  639  3,682  

構成比率（％） 7.8  24.6  2.6  12.2  1.3  1.1  0.3  1.9  2.0  29.0  17.4  100.0  

総数  （人） 411  1,226  158  613  90  66  19  97  124  2,083  817  5,704  

希望者割合（％） 69.6 73.7 59.5 73.1 53.3 60.6 57.9 73.2 60.5 51.2 78.2 64.6 

（注）1.「構成比率」は「日本において就職希望」の回答者数（3,682人）を 100としたときの割合 

2.「希望者割合」は専攻区分別の回答者数（第 1-5表）の中で「日本において就職希望」を回答した人数の割合 

 

 
 専攻分野別就職希望職種（第 13-12 表）を見ると、「理学」及び「工学」では「技術開発」が最も多い。

また、「農学」及び「医・歯学」では「調査研究」が最も多く、「人文科学」及び「社会科学」では「海

外業務」、「薬学」では「販売業務」、「家政」では「設計」、「教育」及び「日本語」では「翻訳・通訳」

が最も多い。 
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第 13-12 表 専攻分野別就職希望職種 （複数回答設問）  （Ｑ16・44(1) 参照） 

区分 
翻訳 

通訳 

海外 

業務 

貿易 

業務 

調査 

研究 
教育 

販売 

営業 

経営 

管理業務 

技術 

開発 

情報 

処理 
設計 その他 不明 

人文科学 

集計 pt 335  301  207  73  138  112  107  22  37  29  59  － 

集計pt率(％) 23.6  21.2  14.6  5.1  9.7  7.9  7.5  1.5  2.6  2.0  4.2  － 

人数（人） 135  137  97  31  62  58  57  10  21  16  25  7  

率（％） 47.2  47.9  33.9  10.8  21.7  20.3  19.9  3.5  7.3  5.6  8.7  2.4  

社会科学 

集計 pt 751  1,060  756  196  185  547  705  90  128  48  90  － 

集計pt率(％) 16.5  23.3  16.6  4.3  4.1  12.0  15.5  2.0  2.8  1.1  2.0  － 

人数（人） 299  441  356  89  90  270  375  44  80  32  36  31  

率（％） 33.1  48.8  39.4  9.8  10.0  29.9  41.5  4.9  8.8  3.5  4.0  3.4  

理学 

集計 pt 30  42  13  115  38  30  22  108  30  19  7  － 

集計pt率(％) 6.6  9.3  2.9  25.3  8.4  6.6  4.8  23.8  6.6  4.2  1.5  － 

人数（人） 12  19  6  44  19  14  11  49  17  11  3  3  

率（％） 12.8  20.2  6.4  46.8  20.2  14.9  11.7  52.1  18.1  11.7  3.2  3.2  

工学 

集計 pt 112  196  41  202  93  61  67  774  257  249  39  － 

集計pt率(％) 5.4  9.4  2.0  9.7  4.4  2.9  3.2  37.0  12.3  11.9  1.9  － 

人数（人） 48  87  21  88  45  30  38  300  122  123  18  13  

率（％） 10.7  19.4  4.7  19.6  10.0  6.7  8.5  67.0  27.2  27.5  4.0  2.9  

農学 

集計 pt 23  38  24  44  23  18  14  24  6  7  6  － 

集計pt率(％) 10.1  16.7  10.6  19.4  10.1  7.9  6.2  10.6  2.6  3.1  2.6  － 

人数（人） 10  16  10  17  11  9  9  13  4  3  2  3  

率（％） 20.8  33.3  20.8  35.4  22.9  18.8  18.8  27.1  8.3  6.3  4.2  6.3  

医・歯学 

集計 pt 23  11  5  33  20  1  6  18  0  4  34  － 

集計pt率(％) 14.8  7.1  3.2  21.3  12.9  0.6  3.9  11.6  0.0  2.6  21.9  － 

人数（人） 9  6  2  13  9  1  3  7  0  3  12  3  

率（％） 22.5  15.0  5.0  32.5  22.5  2.5  7.5  17.5  0.0  7.5  30.0  7.5  

薬学 

集計 pt 2  0  0  11  0  14  7  7  1  2  7  － 

集計pt率(％) 3.9  0.0  0.0  21.6  0.0  27.5  13.7  13.7  2.0  3.9  13.7  － 

人数（人） 1  0  0  4  0  6  3  3  1  1  3  0  

率（％） 9.1  0.0  0.0  36.4  0.0  54.5  27.3  27.3  9.1  9.1  27.3  0.0  

家政 

集計 pt 52  55  13  4  8  72  20  6  2  92  12  － 

集計pt率(％) 15.5  16.4  3.9  1.2  2.4  21.4  6.0  1.8  0.6  27.4  3.6  － 

人数（人） 20  24  7  3  5  31  14  2  2  39  5  3  

率（％） 28.2  33.8  9.9  4.2  7.0  43.7  19.7  2.8  2.8  54.9  7.0  4.2  

教育 

集計 pt 101  65  21  17  85  33  12  11  8  2  11  － 

集計pt率(％) 27.6  17.8  5.7  4.6  23.2  9.0  3.3  3.0  2.2  0.5  3.0  － 

人数（人） 40  28  13  9  37  15  7  5  6  2  4  3  

率（％） 53.3  37.3  17.3  12.0  49.3  20.0  9.3  6.7  8.0  2.7  5.3  4.0  

日本語 

集計 pt 1,067  661  530  145  322  448  464  402  188  275  277  － 

集計pt率(％) 22.3  13.8  11.1  3.0  6.7  9.4  9.7  8.4  3.9  5.8  5.8  － 

人数（人） 388  282  251  67  152  222  254  172  107  125  114  74  

率（％） 36.4  26.5  23.5  6.3  14.3  20.8  23.8  16.1  10.0  11.7  10.7  6.9  

その他 

集計 pt 606  454  297  77  118  332  243  189  130  247  271  － 

集計pt率(％) 20.4  15.3  10.0  2.6  4.0  11.2  8.2  6.4  4.4  8.3  9.1  － 

人数（人） 231  202  146  35  69  157  132  78  63  99  106  16  

率（％） 36.2  31.6  22.8  5.5  10.8  24.6  20.7  12.2  9.9  15.5  16.6  2.5  

計 

集計 pt 3,102  2,883  1,907  917  1,030  1,668  1,667  1,651  787  974  813  － 

集計pt率(％) 17.8  16.6  11.0  5.3  5.9  9.6  9.6  9.5  4.5  5.6  4.7  － 

人数（人） 1,193  1,242  909  400  499  813  903  683  423  454  328  156  

率（％） 32.4  33.7  24.7  10.9  13.6  22.1  24.5  18.5  11.5  12.3  8.9  4.2  

（注） 1．回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

3．率は、第 13-11表の専攻分野別の回答者数を 100 とした割合 
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 在籍段階別日本での就職後の将来（第 13-13 表）としては、「大学院博士課程・博士後期課程」、「専修

学校（専門課程）」、「準備教育課程」においては「日本で永久に働きたい」が最も多く、それ以外の在籍

段階においては、「日本で働いた後、将来は出身国に帰国して就職したい」が最も多くなっている。 
 
第 13-13 表 在籍段階別日本での就職後の将来  （Ｑ12・44(2)参照） 

区分 日本で永久に 
働きたい 

日本で働いた後、 
将来は出身国に帰

国して就職したい 

日本で働いた後、 
将来は日本、出身国

以外で就職したい 

まだ決めて 
いない 不明 

大学院博士課程 
・博士後期課程 

人数（人） 62  54  10  55  8  

率（％） 32.8  28.6  5.3  29.1  4.2  

大学院修士課程 
・博士前期課程 

人数（人） 113  150  26  111  16  

率（％） 27.2  36.1  6.3  26.7  3.8  

専門職大学院 
課程 

人数（人） 12  15  5  4  4  

率（％） 30.0  37.5  12.5  10.0  10.0  

大学院レベルの 
研究生 

人数（人） 10  15  1  3  2  

率（％） 32.3  48.4  3.2  9.7  6.5  

学部正規課程 
人数（人） 307  380  107  226  47  

率（％） 28.8  35.6  10.0  21.2  4.4  

学部レベルの 
研究生・聴講生 

人数（人） 9  19  1  8  0  

率（％） 24.3  51.4  2.7  21.6  0.0  

短期大学 
人数（人） 10  11  1  8  3  

率（％） 30.3  33.3  3.0  24.2  9.1  

専修学校 
（専門課程） 

人数（人） 405  289  53  126  33  

率（％） 44.7  31.9  5.8  13.9  3.6  

準備教育課程 
人数（人） 15  14  0  6  3  

率（％） 39.5  36.8  0.0  15.8  7.9  

日本語教育機関 
人数（人） 245  304  55  114  51  

率（％） 31.9  39.5  7.2  14.8  6.6  

その他 
人数（人） 46  60  11  17  22  

率（％） 29.5  38.5  7.1  10.9  14.1  

合計 

人数（人） 1,234  1,311  270  678  189  

率（％） 33.5  35.6  7.3  18.4  5.1  

平成 27年率（％） 31.6  37.8  9.5  17.8  3.3  

平成 25年率（％） 24.7 35.5 10.0 26.0 3.7 

（注）回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 
 

  

 
 
 
就職活動時の要望（第 13-14 表）としては、「在留資格の変更手続きの簡素化、手続き期間の短縮化」

と回答した者が 1,905 人（51.7%）で一番多くなっている。 
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第 13-14 表 就職活動時の要望 （複数回答設問） （Ｑ44(3) 参照） 

区分 

在留資格

の変更手

続きの簡

素化、手続

き期間の

短縮化 

在留資格

の変更が

弾力的に

認められ

るよう規

制緩和 

留学生を

対象とし

た就職に

関する情

報の充実 

学校におけ

る留学生を

対象とした

就職説明会

の充実 

学校の留学

生に対する

就職相談窓

口の充実 

企業におい

てもっと留

学生を対象

とした就職

説明会を開

催してほし

い 

留学生を対

象としたイ

ンターンシ

ップの充実 

その他 不明 

高等教育機関 

集計 pt 3,926  2,171  3,454  1,566  960  1,782  1,398  89  － 

集計 pt 率（％） 25.6  14.1  22.5  10.2  6.3  11.6  9.1  0.6  － 

人数（人） 1,469  984  1,521  770  550  1,068  905  40  98  

率（％） 50.7  33.9  52.5  26.6  19.0  36.8  31.2  1.4  3.4  

日本語教育機関 

集計 pt 1,230  604  816  296  255  367  222  36  － 

集計 pt 率（％） 32.1  15.8  21.3  7.7  6.7  9.6  5.8  0.9  － 

人数（人） 436  271  379  151  150  242  160  16  65  

率（％） 55.7  34.6  48.4  19.3  19.2  30.9  20.4  2.0  8.3  

合計 

集計 pt 5,156  2,775  4,270  1,862  1,215  2,149  1,620  125  － 

集計 pt 率（％） 26.9  14.5  22.3  9.7  6.3  11.2  8.4  0.7  － 

人数（人） 1,905  1,255  1,900  921  700  1,310  1,065  56  163  

率（％） 51.7  34.1  51.6  25.0  19.0  35.6  28.9  1.5  4.4  

平成 27年率（％） 50.3  36.1  53.2  26.0  20.7  36.4  28.5  1.9  2.5  

平成 25年率（％） 52.6  31.9  51.2  23.2  17.8  37.8  28.1  1.4  3.4  

（注） 1．回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 

2．集計 pt は、最もあてはまるものを 3pt、2 番目にあてはまるものを 2pt、3 番目にあてはまるものを 1pt として集計した値で、 
集計 pt 率は、集計 pt の計を 100 としたときの割合 

 
 
 
就職にあたっての不安（第 13-15 表）としては、「職場で良い人間関係を作れるかどうか」が 1,797 人

（48.8%）で一番多く、「自分の日本語が通じるかどうか」が 1,785 人（48.5%）、「希望する仕事につけ

るかどうか」が 1,294 人（35.1%）と続く。 
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第 13-15 表 就職にあたっての不安 （複数回答設問） （Ｑ44(4) 参照） 

区分 

職場で良い 

人間関係を 

作れるか 

どうか 

自分の 

日本語が 

通じるか 

どうか 

希望する 

仕事につけ 

るかどうか 

日本の 

商慣習に 

なじめるか 

どうか 

顧客対応が 

問題なく 

できるか 

どうか 

ビジネス 

マナーで失 

敗しないか 

どうか 

どのような 

人事評価制 

度なのか 

勤務地が 

どこに 

なるか 

適切に仕事 

を進められ 

るかどうか 

高等教育機関 

集計 pt 3,773  3,416  2,302  916  646  911  349  374  509  

集計 pt 率(％) 23.6  21.3  14.4  5.7  4.0  5.7  2.2  2.3  3.2  

人数（人） 1,426  1,375  1,050  481  362  519  214  230  324  

率（％） 49.2  47.4  36.2  16.6  12.5  17.9  7.4  7.9  11.2  

日本語教育機関 

集計 pt 1,026  1,021  509  214  152  215  53  88  89  

集計 pt 率(％) 25.4  25.3  12.6  5.3  3.8  5.3  1.3  2.2  2.2  

人数（人） 371  410  244  119  91  122  38  46  59  

率（％） 47.4  52.4  31.2  15.2  11.6  15.6  4.9  5.9  7.5  

合計 

集計 pt 4,799  4,437  2,811  1,130  798  1,126  402  462  598  

集計 pt 率(％) 23.9  22.1  14.0  5.6  4.0  5.6  2.0  2.3  3.0  

人数（人） 1,797  1,785  1,294  600  453  641  252  276  383  

率（％） 48.8  48.5  35.1  16.3  12.3  17.4  6.8  7.5  10.4  

平成 27 年率（％） 50.4  49.0  34.2  18.0  13.3  15.7  7.2  7.5  12.5  

平成 25 年率（％） 45.2 46.0 32.1 17.4 15.9 14.0 7.5 6.9 12.4 

         

区分 

労働時間が 

長くないか 

どうか 

給与・待遇 

が悪くない 

かどうか 

自分の 

専門知識 

が役立つ 

かどうか 

キャリア 

パスが 

どうなるか 

生活習慣 

の違いに 

なじめるか 

どうか 

不安はない その他 不明  

高等教育機関 

集計 pt 685  944  738  190  112  109  41  －  

集計 pt 率(％) 4.3  5.9  4.6  1.2  0.7  0.7  0.3  － 

人数（人） 397  638  497  128  75  47  17  83  

率（％） 13.7  22.0  17.1  4.4  2.6  1.6  0.6  2.9   

日本語教育機関 

集計 pt 153  241  155  62  28  21  16  －  

集計 pt 率(％) 3.8  6.0  3.8  1.5  0.7  0.5  0.4  － 

人数（人） 88  168  111  43  24  7  6  55  

率（％） 11.2  21.5  14.2  5.5  3.1  0.9  0.8  7.0   

合計 

集計 pt 838  1,185  893  252  140  130  57  －  

集計 pt 率(％) 4.2  5.9  4.5  1.3  0.7  0.6  0.3  － 

人数（人） 485  806  608  171  99  54  23  138  

率（％） 13.2  21.9  16.5  4.6  2.7  1.5  0.6  3.7   

平成 27 年率（％） 10.8  21.3  19.1  4.6  2.4  1.6  0.7  2.1  

平成 25 年率（％） 8.8 17.6 18.0 4.8 3.7 2.4 1.0 2.9  

（注） 回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人） 
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就職期間（第 13-16 表）としては、「10 年以上」が 1,207 人（32.8%）で一番多くなっている。 

 
第 13-16 表 就職期間 （Ｑ44(5) 参照） 

区分 1年未満 
1年～3年 

未満 

3年～5年 

未満 

5年～10年 

未満 
10年以上 不明 計 

高等教育機関 

人数（人） 38  381  688  694  993  105  2,899  

率（％） 1.3  13.1  23.7  23.9  34.3  3.6  100.0  

平成 27 年率（％） 1.5  13.7  25.1  24.0  33.5  2.2  100.0  

平成 25 年率（％） 0.9 14.7 28.1 24.2 28.8 3.2 100 

日本語教育機関 

人数（人） 26  126  204  159  214  54  783  

率（％） 3.3  16.1  26.1  20.3  27.3  6.9  100.0  

平成 27 年率（％） 1.7  18.3  24.6  22.9  27.2  5.4  100.0  

平成 25 年率（％） 1.5 19.8 23.7 21.1 26.3 7.5 100.0 

合計 

人数（人） 64  507  892  853  1,207  159  3,682  

率（％） 1.7  13.8  24.2  23.2  32.8  4.3  100.0  

平成 27 年率（％） 1.5  14.7  25.0  23.7  32.2  2.8  100.0  

平成 25 年率（％） 1.0 15.3 27.6 23.9 28.5 3.7 100.0 

（注） 回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人）で、在学段階別を「その他」の区分

で回答した人数は、在籍校に基づき高等教育機関と日本語教育機関に振り分けて集計 

 

インターンシップ参加の有無（第 13-17 表）としては、「参加したい」が 2,745 人（74.6%）で一番多

くなっている。 

 
第 13-17 表 インターンシップ参加の有無 （Ｑ44(6) 参照） 

区分 参加したい 

既に参加した、 

または現在参加 

している 

不参加 不明 計 

高等教育機関 

人数（人） 2,154  346  318  81  2,899  

率（％） 74.3  11.9  11.0  2.8  100.0  

平成 27 年率（％） 75.5  11.3  11.4  1.9  100.0  

平成 25 年率（％） 78.5 9.0 10.6 1.9 100.0 

日本語教育機関 

人数（人） 591  32  98  62  783  

率（％） 75.5  4.1  12.5  7.9  100.0  

平成 27 年率（％） 79.8  4.6  10.9  4.7  100.0  

平成 25 年率（％） 78.9 2.4 13.6 5.2 100.0 

合計 

人数（人） 2,745  378  416  143  3,682  

率（％） 74.6  10.3  11.3  3.9  100.0  

平成 27 年率（％） 76.3  9.9  11.3  2.4  100.0  

平成 25 年率（％） 78.5 8.2 11.0 2.3 100.0 

（注） 回答者数は、第 13-1表の「日本において就職希望」の数（3,682人）で、在学段階別を「その他」の区分 

で回答した人数は、在籍校に基づき高等教育機関と日本語教育機関に振り分けて集計 
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インターンシップ参加有無理由（第 13-18 表）としては、「就職する前に、日本の会社の雰囲気を知っ

ておきたいから」が 1,315 人（42.1%）で一番多く、次いで「就職が有利になりそうだから」が 1,173 人

（37.6%）となっている。 
 

第 13-18 表 インターンシップ参加理由 （Ｑ44(7) 参照） 

区分 
就職が有利に 

なりそうだから 

日本語の習得や 

自分の学習に役 

立ちそうだから 

就職する前に、 

日本の会社の 

雰囲気を知って 

おきたいから 

不明 計 

高等教育機関 

人数（人） 938  397  1,128  37  2,500  

率（％） 37.5  15.9  45.1  1.5  100.0  

平成 27 年率（％） 36.5  15.8  46.0  1.8  100.0  

平成 25 年率（％） 36.2 15.6 46.0 2.1 100.0 

日本語教育機関 

人数（人） 235  185  187  16  623  

率（％） 37.7  29.7  30.0  2.6  100.0  

平成 27 年率（％） 37.5  24.8  34.9  2.7  100.0  

平成 25 年率（％） 37.7 22.8 38.2 1.3 100.0 

合計 

人数（人） 1,173  582  1,315  53  3,123  

率（％） 37.6  18.6  42.1  1.7  100.0  

平成 27 年率（％） 36.7  17.6  43.8  2.0  100.0  

平成 25 年率（％） 36.4 16.4 45.2 2.0 100.0 

（注） 回答者数は、第 13-17表の「参加したい」「既に参加した、または現在参加している」の数（3,123人） 
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